
　１月21日、哲西子育て広場を利用した子どもたち
が「おにさんのお面」を作りました。

　節分の豆まきで使おうと、「どんなおににしようか

な」「ニコニコおに！」「おこりんぼおに！」と楽しそ

うに思い思いのお面を仕上げていました。

Public Relations Niimi
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市
報

Ｐ２　思誠小学校創立150周年
Ｐ７　新見市オリジナル ICOCA
Ｐ８　水道料金・下水道使用料改定
Ｐ20　今月の相談窓口



︻
問
い
合
わ
せ
先
︼　
思
誠
小
学
校
　
☎
演
０
０
４
１

思
誠
小
学
校
創
立
１
５
０
周
年

思
誠
の
精
神
を

�

未
来
に
つ
な
ぐ

　
明
治
５︵
１
８
７
２
︶
年
７
月
�
新
見
藩
の
藩
校
・

思
誠
館
旧
跡
に
啓
蒙
所
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
�
そ
の

後
�
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
度
重
な
る
改
称
や
校
舎

の
改
築
�
学
校
の
分
離
・
統
合
な
ど
を
経
て
�
現
在

の
思
誠
小
学
校
に
至
り
ま
す
�

　
令
和
４
年
７
月
�
啓
蒙
所
の
創
設
か
ら
１
５
０
周

年
を
迎
え
�
思
誠
小
学
校
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
行

事
を
開
催
し
ま
し
た
�

「誠
は
天
の
道
な
り　

　
　

誠
を
思
う
は
人
の
道
な
り

　
　
　

至
誠
に
し
て
動
か
ざ
る
も
の

　
　
　
　

い
ま
だ
こ
れ
あ
ら
ざ
る
な
り
」
孟
子

150周年記念大運動会創立記念日
ノベルティグッズの配布 　オープニングアクトとして、

モザイクアートで「150」の
文字を作りました。

　校章が入ったペーパーウェイト
を製作し、全児童に配布しました。

5月28日7月1日

　
孟
子
の
言
葉
を
由
来
と
し
た
「
思
誠
」
の
名
に
込
め
ら

れ
た
「
誠
実
に
行
動
で
き
る
人
で
あ
れ
」
と
い
う
教
え
は
、

思
誠
館
の
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
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本
校
に
携
わ
�
て
く
だ
さ
�
た
関
係
各
位
�
卒
業
生
や
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
�
ご
協
力
が

あ
り
�
記
念
す
べ
き
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
�
改
め
て
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
�

　
本
校
は
新
見
市
の
中
心
校
と
し
て
�
市
が
進
め
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
や
イ
ン
ク
ル
�
シ
ブ
教
育
な

ど
に
先
行
し
て
取
り
組
み
�
そ
の
成
果
を
市
内
外
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
し
た
�
中
心
校
と
し

て
の
プ
ラ
イ
ド
と
と
も
に
�﹁
思
誠
﹂
の
精
神
を
も
�
た
卒
業
生
は
１
万
１
千
人
を
超
え
�
地

元
は
も
と
よ
り
県
内
�
全
国
�
世
界
で
活
躍
し
て
い
ま
す
�

　
今
後
も
﹁
思
誠
校
﹂
と
し
て
地
域
に
親
し
ま
れ
る
中
で
�
母
校
や
ふ
る
さ
と
を
愛
し
�
自
分

の
力
で
歩
ん
で
い
け
る
子
ど
も
た
ち
を
育
む
こ
と
を
使
命
と
し
�
歩
み
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
�

ご
あ
い
さ
つ

思
誠
小
学
校
長

　

佐さ

さ

き

々
木　

謙け

ん

じ二

陸上自衛隊中部方面音楽隊による
150周年記念親子ふれあいコンサート

150周年記念式典・記念講演会

　迫力あるクラシック曲のほか、
校歌などを演奏いただきました。

　式典では、思誠小学校の歴史や未来への思いについて児童
が発表を行いました。また、講演会では、岡山大学の森

もり

熊
く ま お

男
名誉教授に「論語の楽しみ方」をお話しいただきました。

10月7日 7月9日
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１
月
８
日
�
ま
な
び
広
場
に
い
み
で
�﹁
新

見
市
消
防
出
初
式
﹂
を
行
い
�
消
防
団
員
�

消
防
職
員
３
３
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
�

　
式
で
は
�
戎
市
長
の
告
辞
に
続
き
�
永
年
�

消
防
活
動
に
功
績
の
あ
�
た
消
防
団
員
な
ど

の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
�

　
参
加
し
た
消
防
団
員
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
地

域
を
守
る
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
�

　
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
た
人
は
次
の
と
お
り

で
す
�
︵
敬
称
略
�
中
部
＝
中
部
分
団
�

南
部
＝
南
部
分
団
�
東
部
＝
東
部
分
団
�

北
部
＝
北
部
分
団
�
西
部
＝
西
部
分
団
�

大
佐
＝
大
佐
分
団
�
神
郷
＝
神
郷
分
団
�

哲
多
＝
哲
多
分
団
�
哲
西
＝
哲
西
分
団
︶

岡
山
県
知
事
表
彰

■
永
年
勤
続
功
労
章

持
田
寿
登︵
哲
多
︶　
横
内
久
紀︵
消
防
本
部
︶

■
優
良
消
防
団
員
章

西
田
憲
夫︵
南
部
︶　
長
尾
憲
司︵
北
部
︶

葊
瀬
一
夫︵
大
佐
︶　
杉
本
潤
一︵
中
部
︶

對
野
　
豊︵
東
部
︶

岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

■
功
労
章

小
林
　
誠︵
団
本
部
︶大
杉
　
真︵
中
部
︶

西
田
憲
夫︵
南
部
︶　
冨
部
真
二︵
哲
西
︶

柴
田
　
徹︵
消
防
本
部
︶

■
表
彰
章

岡
本
健
吾︵
東
部
︶　
上
田
道
博︵
西
部
︶

中
川
　
博︵
北
部
︶　
垣
内
篤
志︵
北
部
︶

仲
田
　
実︵
西
部
︶　
山
﨑
昭
和︵
大
佐
︶

大
橋
勝
志︵
大
佐
︶　
久
保
木
尚
久︵
哲
多
︶

野
田
昌
輝︵
哲
西
︶　
竹
本
晴
己︵
中
部
︶

西
村
隆
昭︵
南
部
︶　
平
田
光
正︵
神
郷
︶

生
田
修
司︵
消
防
本
部
︶

■
青
年
章

西
懸
友
章︵
北
部
︶　
田
中
く
る
み︵
西
部
︶

池
田
英
治︵
大
佐
︶

■
精
勤
章

岡
本
健
吾︵
東
部
︶　
稲
田
美
夫︵
北
部
︶

村
澤
賢
二︵
中
部
︶　
野
田
昌
輝︵
哲
西
︶

渡
邊
卓
文︵
神
郷
︶　
大
原
栄
太
郎︵
神
郷
︶

佐
々
木
真︵
哲
西
︶　
渡
邉
弘
幸︵
南
部
︶

大
井
敏
光︵
東
部
︶　
岡
本
博
巳︵
東
部
︶

前
本
一
成︵
北
部
︶　
毛
利
哲
治︵
北
部
︶

村
上
　
智︵
北
部
︶　
安
田
昌
弘︵
西
部
︶

長
尾
智
也︵
西
部
︶　
神
原
健
吾︵
大
佐
︶

松
島
　
亮︵
哲
多
︶　
加
籘
和
也︵
哲
西
︶

森
中
洋
之︵
中
部
︶　
藤
波
克
巳︵
東
部
︶

滑
　
光
瑞︵
東
部
︶　
船
越
　
守︵
北
部
︶

仲
田
俊
範︵
北
部
︶　
池
田
勝
浩︵
西
部
︶

山
中
則
人︵
大
佐
︶　
矢
吹
順
一︵
神
郷
︶

川
上
裕
太︵
哲
多
︶　
西
岡
憲
史︵
哲
多
︶

赤
木
孝
至︵
哲
西
︶　
浅
井
郁
雄︵
哲
西
︶

金
田
時
寛︵
哲
西
︶

備
中
地
区
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

■
表
彰
章

森
脇
二
郎︵
中
部
︶　
林
　
義
弘︵
北
部
︶

持
田
寿
登︵
哲
多
︶　
冨
谷
典
之︵
南
部
︶

地
域
を
守
る 

決
意
新
た
に

令
和
５
年
新
見
市
消
防
出
初
式
に

消
防
団
員
な
ど
総
勢
３
３
２
人
が
参
加
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西
山
優
深︵
東
部
︶　
後
藤
博
文︵
西
部
︶

名
越
鉄
也︵
哲
西
︶　
大
月
義
正︵
消
防
本
部
︶

■
特
別
表
彰

第
68
回
岡
山
県
消
防
操
法
大
会

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
　
第
４
位
入
賞

神
郷
分
団︵
分
団
長
・
信
谷
昌
吾
︶

新
見
市
長
表
彰

■
表
彰
章

西
村
隆
昭︵
南
部
︶　
宮
𦚰
　
誠︵
南
部
︶

鎌
田
　
茂︵
神
郷
︶　
松
岡
博
史︵
神
郷
︶

中
山
貴
裕︵
哲
西
︶　
山
本
　
純︵
中
部
︶

阿
部
　
聡︵
中
部
︶　
池
田
亮
祐︵
東
部
︶

浅
田
裕
基︵
東
部
︶　
仲
田
将
秀︵
北
部
︶

山
岡
大
介︵
北
部
︶　
真
壁
智
博︵
西
部
︶

村
澤
和
樹︵
西
部
︶　
梶
原
章
光︵
大
佐
︶

下
田
雄
次︵
大
佐
︶　
𠮷
尾
大
輝︵
哲
多
︶

大
塚
　
海︵
哲
多
︶　
渡
辺
亮
介︵
哲
西
︶

■
永
年
勤
続
功
労
章︵
25
年
勤
続
︶

春
日
成
二︵
哲
多
︶　
竹
ノ
下
輝
美︵
神
郷
︶

小
郷
通
直︵
哲
多
︶　
仲
田
　
実︵
西
部
︶

阪
井
　
誠︵
大
佐
︶　
大
橋
勝
志︵
大
佐
︶

岡
崎
　
学︵
哲
西
︶　
坂
東
加
寿
正︵
南
部
︶

東
　
正
虎︵
東
部
︶　
船
越
晶
幸︵
北
部
︶

柴
倉
裕
樹︵
西
部
︶　
橋
本
和
久︵
東
部
︶

藤
野
喜
久
夫︵
東
部
︶山
下
太
郎︵
東
部
︶

廣
瀬
裕
介︵
大
佐
︶　
平
田
浩
二︵
大
佐
︶

安
田
昌
史︵
大
佐
︶　
松
浦
伸
行︵
大
佐
︶

福
田
洋
介︵
神
郷
︶　
榎
　
一
成︵
中
部
︶

中
山
勇
治︵
東
部
︶　
三
輪
幸
司︵
神
郷
︶

中
田
浩
二︵
神
郷
︶　
大
原
嘉
則︵
神
郷
︶

兒
玉
斉
宗︵
哲
西
︶　
池
田
　
進︵
哲
西
︶

酒
木
大
悟︵
哲
西
︶

■
感
謝
状︵
消
防
団
退
職
者

：

分
団
長
以
上
︶

𠮷
國
　
澄

新
見
市
消
防
団
長
表
彰

■
精
勤
章︵
15
年
勤
続
︶

中
川
浩
志︵
東
部
︶　
原
田
啓
志︵
大
佐
︶

戸
田
亮
一︵
中
部
︶　
藤
澤
政
行︵
南
部
︶

野
手
義
将︵
東
部
︶　
眞
壁
賢
吾︵
西
部
︶

林
　
友
彦︵
西
部
︶　
佐
々
木
宏︵
西
部
︶

桒
村
貴
士︵
大
佐
︶　
桂
　
義
宜︵
大
佐
︶

光
下
徹
郎︵
大
佐
︶　
福
島
　
崇︵
大
佐
︶

小
割
祐
二︵
大
佐
︶　
小
林
政
紀︵
哲
多
︶

佐
々
木
裕
之︵
哲
西
︶前
川
秀
治︵
南
部
︶

西
懸
友
章︵
北
部
︶　
桑
村
幸
樹︵
大
佐
︶

福
吉
泰
宏︵
大
佐
︶　
𠩤
田
晃
平︵
大
佐
︶

神
𠩤
直
樹︵
大
佐
︶　
杉
本
　
寛︵
大
佐
︶

石
田
尚
之︵
大
佐
︶　
四
木
久
美︵
神
郷
︶

小
川
雅
之︵
哲
多
︶　
川
井
克
之︵
哲
多
︶

福
田
八
恵
美︵
哲
西
︶横
田
百
合
子︵
哲
西
︶

■
精
勤
章︵
10
年
勤
続
︶

江

直
和︵
中
部
︶　
小
河
雅
行︵
哲
多
︶

伴
藤
　
浩︵
哲
西
︶　
松
尾
宗
晃︵
哲
西
︶

小
林
雄
太︵
中
部
︶　
中
川
祐
治︵
中
部
︶

植
田
敏
広︵
中
部
︶　
真
治
将
史︵
中
部
︶

岡
本
侑
記︵
中
部
︶　
冨
谷
貴
郭︵
南
部
︶

川
添
真
吾︵
南
部
︶　
山
田
治
生︵
北
部
︶

猪
　
平
和︵
北
部
︶　
山
岡
大
介︵
北
部
︶

山
田
翔
吾︵
北
部
︶　
大
月
寿
信︵
北
部
︶

谷
岡
和
輝︵
北
部
︶　
中
田
翔
子︵
西
部
︶

梶
並
祐
太︵
西
部
︶　
森
岡
　
裕︵
大
佐
︶

梶
原
章
光︵
大
佐
︶　
三
舩
智
之︵
大
佐
︶

小
早
川
隆
信︵
神
郷
︶赤
木
国
明︵
神
郷
︶

岡
田
明
道︵
神
郷
︶　
藤
井
宏
志︵
哲
多
︶

中
山
慎
也︵
哲
多
︶　
瀧
本
　
諒︵
哲
多
︶

田
村
公
平︵
哲
多
︶　
岡
崎
賢
司︵
哲
多
︶

大
橋
孝
次︵
哲
多
︶　
矢
田
谷
雄
二︵
哲
西
︶

矢
田
谷
英
二︵
哲
西
︶安
達
一
貴︵
哲
西
︶

野
田
寿
暢︵
哲
西
︶　
金
坂
雅
也︵
哲
西
︶

■
特
別
表
彰

第
68
回
岡
山
県
消
防
操
法
大
会
出
場
選
手

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

林
　
洋
志︵
神
郷
︶　
横
山
岳
人︵
神
郷
︶

小
川
晃
太︵
神
郷
︶　
千
原
達
也︵
神
郷
︶

塚
本
誠
二︵
神
郷
︶　
三
輪
亮
太︵
神
郷
︶

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

福
田
洋
介︵
神
郷
︶　
中
田
浩
二︵
神
郷
︶

長
谷
川
寛
之︵
神
郷
︶大
原
勲
之︵
神
郷
︶

小
早
川
哲
哉︵
神
郷
︶

令
和
４
年
無
火
災
分
団

︵
令
和
４
年
１
月
１
日
�
12
月
31
日
︶

北
部
分
団︵
分
団
長
・
森
脇
伸
夫
︶

西
部
分
団︵
分
団
長
・
八
幡
正
和
︶

令
和
３
年
度
定
例
表
彰

消
防
庁
長
官
表
彰

■
永
年
勤
続
功
労
章

山
口
歳
弘︵
団
本
部
︶

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

■
功
績
章

所
正
敏︵
団
本
部
︶林
　
望︵
消
防
本
部
︶

■
精
績
章

石
田
寛
明︵
中
部
︶　
奥
津
賢
司︵
哲
西
︶

上
田
　
肇︵
消
防
本
部
︶

■
勤
続
章

佐
藤
睦
美︵
哲
多
︶　
杉
本
潤
一︵
中
部
︶

赤
岩
政
司︵
大
佐
︶　
竹
田
和
義︵
大
佐
︶

小
川
正
二︵
中
部
︶　
田
中
浩
二︵
中
部
︶

池
上
幸
伸︵
北
部
︶　
西
村
良
治︵
北
部
︶

佐
伯
　
浩︵
哲
西
︶　
柴
田
　
徹︵
消
防
本
部
︶

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
消
防
本
部
総
務
課
　
☎
演
２
８
１
３
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

　
　
　
　
　
　
　
関
す
る
お
知
ら
せ

　﹁
移
住
・
定
住
�
住
み
た
い
！
住
み
続

け
た
い
！
に
い
み
�
﹂
を
懇
談
テ
�
マ
に
�

市
内
２
会
場
で
子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん
と

市
長
と
フ
リ
�
ト
�
ク
を
開
催
し
ま
し
た
�

　
ま
ず
戎
市
長
が
﹁
移
住
・
定
住
推
進
体

制
の
構
築
﹂﹁
移
住
希
望
者
向
け
の
取
組
﹂

﹁
定
住
者
向
け
の
取
組
﹂
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
�

　
そ
の
後
�
参
加
者
と
の
フ
リ
�
ト
�
ク

で
は
�
次
の
内
容
で
意
見
交
換
を
行
い
�

さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
や
ご
提
案
を
多
く
い

た
だ
き
ま
し
た
�

　
い
た
だ
き
ま
し
た
貴
重
な
ご
提
案
な
ど

は
�
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
�

12
月
３
日
　
草
間
台
保
育
所

○
働
く
世
代
の
定
住
支
援

○
子
ど
も
の
医
療
体
制
の
充
実

○
子
育
て
支
援
策
の
充
実

○
公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上

12
月
10
日
　
哲
西
認
定
こ
ど
も
園

○
市
の
子
育
て
世
代
へ
の
ビ
ジ
�
ン

○
小
学
校
で
の
他
校
と
の
交
流

○
卒
園
後
の
教
育
内
容
の
充
実

○
地
域
で
の
交
流
活
動

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
秘
書
広
報
課
　
☎
演
６
１
９
０

市
長
と
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
し
た

草間台保育所での様子

哲西認定こども園での様子

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
�

12
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し
た
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
実
施
し
て

い
ま
す
�

接
種
の
対
象

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

は
�
初
回
︵
１
・
２
回
目
︶
接
種
が
完
了

し
た
人
で
�
次
に
該
当
す
る
人
が
対
象
と

な
り
ま
す
�

①
12
歳
以
上
の
人

②
前
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
か
ら
３
カ
月
を

経
過
し
た
人

接
種
券

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
は
�
３

�
５
回
目
接
種
券
で
接
種
可
能
で
す
�

　
新
た
に
接
種
対
象
と
な
�
た
人
へ
は
�

順
次
接
種
券
を
発
送
し
ま
す
�

使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
︵
フ
�

イ
ザ
�
社
製
ま
た
は
モ
デ
ル
ナ
社
製
︶
を

使
用
し
ま
す
�

予
約
方
法

　
接
種
券
が
届
い
た
人
か
ら
予
約
で
き
ま

す
�
詳
細
は
接
種
券
送
付
の
際
に
同
封
し

て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
�

転
入
し
た
人
は
手
続
き
を

　
市
外
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
た
後
に

転
入
し
た
人
は
�
接
種
履
歴
が
確
認
で
き

な
い
た
め
�
接
種
券
が
お
手
元
に
届
き
ま

せ
ん
�

　
ま
た
�
転
入
前
の
接
種
券
を
お
持
ち
の

人
は
�
改
め
て
接
種
券
を
作
成
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
�

　
接
種
済
証
な
ど
接
種
履
歴
が
確
認
で
き

る
物
�
ま
た
は
未
使
用
の
接
種
券
を
持
参

の
上
�
健
康
医
療
課
で
手
続
き
を
行
�
て

く
だ
さ
い
�

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

・
新
見
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
コ
�
ル
セ
ン
タ
�

　
☎
０
１
２
０

�

８
６
０

�

３
７
０

　︵
平
日

：

８
時
30
分
�
17
時
30
分
︶

・
健
康
医
療
課
　
☎
演
６
１
２
９
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3,000にーみんポイントを付与します
　2月13日（月）、新見市オリジナル ICOCAに3,000円
分のにーみんポイントを付与します。これで、付与
したにーみんポイントは最初の5,000ポイント、12月
付与の3,000ポイントと合わせて11,000ポイントとな
ります。
　燃料費など物価の高騰が続く中で、家計の支えに
お役立てください。

※にーみんポイントは自動的に付与されます。
　すでに新見市オリジナル ICOCA をお持ちの人は、手続き不要です。

新見市オリジナル

　新見市オリジナル ICOCAの使い方
やにーみんポイント加盟店など、詳
細は市ホームページをご覧ください。

【問い合わせ先】
・商工観光課　☎演6137
・新見市観光協会　☎演1177

「ICOCA」は西日本旅客鉄道株式会社の登録商標です。

市ホームページ
はこちら

　付与されたにーみんポイントは、次の方法で確認できます。

○にーみんポイント加盟店で
　お店の人に「にーみんポイントの残高を確認したい」
と伝え、決済端末に新見市オリジナル ICOCAをかざし
てください。

○スマートフォンやパソコンから「マイページ」で
　利用登録の上、ログインしてご確認ください。
　https://niimi.nac.jp/mypage/u/login_input.php

※にーみんポイントの残高は、JR の券売機、ICOCA 電子マネーのチャージ
機、コンビニエンスストアで確認することはできません。

　にーみんポイントには、次のとおりポイント
ごとに有効期限があります。有効期限までにご
利用ください。

○最初の5,000ポイント
　４月23日（日）
○令和４年12月付与の3,000ポイント
　５月31日（水）
○今回（2月13日（月））付与の3,000ポイント
　8月12日（土）

※ ICOCA 電子マネーをチャージして加盟店で利用
すると還元されるにーみんポイントの有効期間は、
付与日から６カ月間です。

　新見市オリジナル ICOCAの利用申請は、現在
も受け付けています。
　申請からお届けまでに時間がかかりますので、
にーみんポイントを有効期限内にご利用いただ
くために、お早めに申請をお願いします。

にーみんポイントの確認方法

にーみんポイントの有効期限

2023年04月23日までご利用可能なポイント数

JW123456789012345の会員マイページ

ポイント残高 11,000ｐ

ポイント有効期限

5,000ｐ

2023年05月31日までご利用可能なポイント数

3,000ｐ

2023年08月12日までご利用可能なポイント数

3,000ｐ

マイページの画面（イメージ）

決済端末

申請がまだの人はお早めに！

にいみの日
2月13日に

市報にいみ	第215号
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➡

　水道・下水道は、健康で衛生的な生活を営むために重要な
ライフラインです。市民の皆さんの生活を守るため、日頃か
ら計画的な施設の点検・整備、古くなった管や設備の更新・
改修を切れ目なく行い、安定した給水と汚水処理に努めてい
ます。
　しかし、人口減少により料金収入が減少する一方、老朽化
が著しく更新が必要な管や設備の増加などにより支出は増加
し、厳しい運営となっています。
　これまでの水道料金・下水道使用料は、平成17年の新市発
足時に設定した料金を据え置いていましたが、令和５年４月
の使用分から改定することとしました。
　利用者の皆さんには、ご負担をおかけしますが、ご理解と
ご協力をお願いします。

【問い合わせ先】上水道課　☎演8971　下水道課　☎演6138

水道料金
旧簡易水道の料金が上水道と同額に
　水道料金の改定は、旧簡易水道を利用している家庭・事業所などが対象となります。

　口座振替は、指定した金融機関の口座から納期
ごとに自動的に振替納付され、納め忘れがないた
め便利で安心です。ぜひ、口座振替をご利用くだ
さい。

　新見市内に本店・支店のある金融機関の窓口に、
納入通知書、預金通帳、通帳の届出印を持参の上、
お申し込みください。申込用紙は、市内各金融機
関、市役所本庁舎・各支局に備え付けています。

水道料金・下水道使用料の支払いは便利な口座振替で

現行（３月使用分まで）	 （１カ月・税込）

口径 基本水量 基本料金 超過料金
13

10㎥ 1,430円 ○10㎥を超え30㎥まで
　1㎥につき110円

○30㎥を超え50㎥まで
　1㎥につき154円

○50㎥を超え100㎥まで
　1㎥につき198円

○100㎥を超えるもの
　1㎥につき220円

20
25

25㎥ 3,630円
30
40

45㎥ 7,260円
50
75

100

新料金（４月使用分から）  （１カ月・税込）

口径 基本水量 基本料金 超過料金
13

10㎥
1,540円

基本水量を
超えるもの

１㎥につき220円

20 1,650円
25

25㎥
3,872円

30 4,015円
40

45㎥

7,700円
50 9,460円
75 10,010円

100 10,560円

旧簡易水道の料金表

令和５年４月から
水道料金・下水道使用料を改定します

市報にいみ	第215号
February 2023 8



➡

➡

下水道使用料
公共下水道区域（都市計画区域内、上市横見、高尾中組の一部）
　基本料金と超過料金を、それぞれ 20％引き上げます。

公共下水道区域以外
（特定環境保全公共下水道、農業集落排水、浄化槽、小規模集合排水）

○使用料の算定方法を、水道使用量から算出する従量制に統一します。
○基本料金と超過料金を、それぞれ 20％引き上げます。

市が管理する水道水以外をご利用の場合
　認定水量での算定となります。

※個人設置の合併浄化槽を利用している家庭・事業所などは、
　下水道使用料に変更はありません。

　衛生的かつ快適で持続可能な環境づくりのため、
下水道の整備を進めています。下水道は、皆さん
が接続して初めて整備の効果が現れます。豊かな
自然を守り、良好な水環境を後世に引き継ぐため
にも、下水道の役割と効果をご理解いただき、で
きるだけ早い接続をお願いします。

　接続工事は、市が指定する排水設備等指定工事
店にお申し込みください。

下水道へ接続を

現行（３月使用分まで）	 （１カ月・税込）

基本水量 基本料金 超過料金

10㎥ 1,320円

○10㎥を超え30㎥まで
　１㎥につき143円

○30㎥を超えるもの
　１㎥につき165円

新料金（４月使用分から）  （１カ月・税込）

基本水量 基本料金 超過料金

10㎥ 1,584円

○10㎥を超え30㎥ まで
　１㎥につき176円

○30㎥を超えるもの
　１㎥につき198円現行（３月使用分まで）	 （１カ月・税込）

基本使用料

１世帯につき1,650円　＋　１人につき550円

公共下水道区域の料金表

公共下水道区域以外の料金表

市が管理する水道水以外を使用する場合の下水道料金表（４月使用分から）  （１カ月・税込）

算定方法 世帯人数 認定水量 下水道使用料

３人目まで１人につき７㎥
４人目から１人につき３㎥

で算定した水量

１人 ７㎥ 1,584円
２人 14㎥ 2,288円
３人 21㎥ 3,520円
４人 24㎥ 4,048円
５人 27㎥ 4,576円
６人 30㎥ 5,104円
７人 33㎥ 5,698円

指定工事店はこちら
（市ホームページ）
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令和４年度上半期一般会計の財政状況

財産の現在高

財政状況 令和４年度
上半期

令和４年度上半期（４月～９月）財政状況の主な内容をお知らせします。【問い合わせ先】財政課　☎演6160
※端数処理のため比率が一致しない場合があります。

一般会計の総額
　 令 和４年 度 一 般 会 計９月 末 の 予 算 総 額 は、293億
1,845万円（うち繰越事業費19億9,809万円）で、その
内訳は下図のとおりです。
　前年度からの繰越事業費を含めた予算総額に対する
執行率は、歳入44.1％（129億3,698万円）、歳出32.9％

（96億3,262万円）です。

地方交付税
117億1,839万円
（40.0％）

市債
46億121万円
（15.7％）

国庫支出金
35億7,415万円
（12.2％）

市税
34億8,166万円
（11.9％）

民生費
65億5,822万円
（22.4％）

衛生費
22億6,752万円
（7.7％）

土木費
44億6,937万円
（15.2％）

教育費
24億2,360万円
（8.3％）

災害復旧費
12億2万円（4.1％）

公債費
39億4,413万円
（13.5％）

総務費
36億3,725万円
（12.4％）

繰入金
17億1,269万円（5.8％）

県支出金
12億8,910万円
（4.4％）

議会費　1億5,959万円（0.5％）

労働費
6,359万円（0.2％）

農林水産業費　15億2,629万円（5.2％）
商工費　8億2,092万円（2.8％）

消防費
12億2,474万円（4.2％）

予備費　7,000万円（0.2％）諸支出金
9億5,321万円（3.3％）

繰越金　7億5,918万円（2.6％）
地方消費税交付金　6億2,260万円（2.1％）
地方譲与税　4億4,216万円（1.5％）
諸収入　4億820万円（1.4％）
使用料及び手数料　1億9,638万円（0.7％）
財産収入　1億6,656万円（0.6％）
分担金及び負担金　1億543万円（0.4％）
寄附金　1億44万円（0.3％）

歳出 歳入

歳入総額

（うち繰越事業費 19億9,809万円）
293億1,845万円

歳出総額

（うち繰越事業費 19億9,809万円）

293億1,845万円

法人事業税交付金　4,960万円（0.2％）
環境性能割交付金　3,320万円（0.1％）
株式等譲渡所得割交付金
　　　　　　　　　2,230万円（0.1％）
配当割交付金  　  　1,570万円（0.0％）
地方特例交付金　　1,270万円（0.0％）
交通安全対策特別交付金
　　　　　　　　　   440万円（0.0％）
利子割交付金　 　      240万円（0.0％）

有価証券および出資による権利 16億5,855万円

基金 145億1,027万円

債権 11億2,835万円

土地 26,675,909㎡

建物 307,902㎡

市報にいみ	第215号
February 2023 10



地方債の現在高

一般会計 273億9,035万円（99.4%）

診療所特別会計 1億2,718万円（0.5%）

国民健康保険特別会計
（直営診療施設勘定） 2,666万円（0.1%）

総額275億4,419万円

世帯・個人当たりの状況

令和４年９月末現在

世帯数…12,722世帯　人口…27,368人
（世帯数・人口ともに外国人を含む）

市税の
負担額

１世帯
273,673円

市民１人
127,217円

予算額
１世帯

2,304,548円
市民１人
1,071,268円

地方債
残高の状況
（一般会計）

１世帯
560,993円

交付税補てん分 1,591,998円
合計 2,152,991円（ ）

市民１人
260,777円

交付税補てん分 740,040円
合計 1,000,817円（ ）

会計別予算の執行状況

水道事業（公営企業）の状況（令和４年度上半期）

給　水　戸　数   11，481戸 
給　水　人　口   25，621人
配　　水　　量   1，659，442㎥
有　収　水　量   1，396，331㎥
有　　収　　率   84．1％
１日平均配水量   9，019㎥
主な建設改良事業
　油野配水区老朽配水管改良工事など   4，565万円

収益の部 費用の部
営 業 収 益
（水道料金など） 2億4,352万円 営 業 費 用

（人件費など） 1億5,566万円

営業外収益
（他会計補助金など） 2,594万円 営業外費用

（支払利息など） 3,005万円

特 別 利 益
（資産売却益など） 0万円 特 別 損 失

（過年度損益修正損など） 16万円

計 2億6,946万円 計 1億8,587万円

当期（上半期）純利益　　　8，359万円

下水道事業（公営企業）の状況（令和４年度上半期）

汚 水 処 理 戸 数   9，183戸
水　洗　化　人　口   21，679人
汚　水　処　理　量   1，268，989㎥
有 　 収 　 水 　 量   1，062，435㎥
有　　　収　　　率   83．7％
１日平均汚水処理量   6，934㎥
主な建設改良事業
　公共ます設置工事など   24，430万円

収益の部 費用の部

営 業 収 益
（下水道使用料など） 1億6，536万円 営 業 費 用

（人件費など） 1億3，595万円

営業外収益
（他会計負担金など） 9，889万円 営業外費用

（支払利息など） 9，437万円

計 2億6，425万円 計 2億3，032万円

当期（上半期）純利益　　　3，393万円

会計名 ９ 月 末
予算現額

執行済額
歳入歳出
差 引 額歳入 歳出

収入済額 比率 支出済額 比率

一 般
万円

2,931,845
万円

1,293,698
％

44.1
万円

963,262
％

32.9
万円

330,436

診 療 所 16,882 690 4.1 6,371 37.7 △ 5,681

国民健康保険
（事業勘定） 337,076 102,270 30.3 97,686 29.0 4,584

国民健康保険
（直営診療施設勘定） 17,040 4,086 24.0 6,482 38.0 △ 2,396

介 護 保 険
（保険事業勘定） 494,255 225,539 45.6 191,797 38.8 33,742

介 護 保 険
（介護サービス事業勘定） 1,996 732 36.7 722 36.2 10

後期高齢者医療 60,561 17,317 28.6 11,998 19.8 5,319

観 光 事 業 6,407 3,697 57.7 2,095 32.7 1,602

豊 永 財 産 区 1,275 1,264 99.1 0 0.0 1,264

萬 歳 財 産 区 74 179 243.1 0 0.0 179

計 3,867,411 1,649,472 42.7 1,280,413 33.1 369,059
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令和４年分

申告相談期間　２月16日（木）～３月15日（水）
所得税・市県民税申告相談

　２月16日（木）から、市内全域で申告相談を行います。
　申告相談の日程は、市報にいみ１月号13ページに掲載している
ほか市ホームページにも掲載しています。

【問い合わせ先】税務課　☎演6117

感染症予防にご協力ください
　感染症予防のため、来場の際はマスクを着用し、
会場内では申告相談以外の会話はお控えください。
また、手指消毒のご協力をお願いします。
　例年、各会場とも受付開始前が最も混雑し、待ち
時間が長くなっています。密を避けるため、来場時
間の調整や、スマートフォンやパソコンを使った
e-Taxのご利用をお願いします。

あなたは申告が必要ですか？確認フローチャート

申告準備はお済みですか
　申告に必要な書類は、市報にいみ１月号12ページ
に掲載していますので、ご確認の上、早めにご準備
ください。
　なお、農業所得の収支内訳書や医療費控除の明細
書が作成されていない場合は、ご自身で作成してい
ただいた後の受け付けになります。必ず事前に作成
した上で申告会場にお越しください。

市ホームページ
はこちら

訂正　市報にいみ１月号13ページに掲載した申告
相談日程表の神郷区域「谷信」を「谷安」に訂正

主に営業・農業・
不動産主に給与 主に公的年金

令和４年中にどのような収入がありましたか

年金収入が
400万円を超えますか

給与収入が
2,000万円を超えますか

給与が１カ所のみで
年末調整済みですか
（複数であっても合算して

年末調整している場合は「はい」へ）

所得金額が
所得税の控除合計額より

大きいですか

控除の追加が
ありますか

給与以外に所得が
ありますか

給与以外の所得が
20万円を超えますか

年金以外の所得が
ありますか

年金以外の所得が
20万円を超えますか

非課税所得のみ
（遺族年金、障害年金、失業給付金など） 収入なし

令和５年１月１日に新見市に
住んでいましたか

令和５年１月１日に住んでいた
市区町村にお問い合わせください

➁➀➁➀

➁

➁ ➂

➂ ➂

➀

➀➀
はい

はい

はい

いいえ

はい いいえ

はいはい はいいいえ

はい いいえはい いいえ

はい いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

※このフローチャートは一般的な例です。
　不明な点は税務課にお問い合わせください。

①所得税の確定申告が必要です
　所得税の確定申告書を提出すれば、市県
民税の申告は必要ありません。

②市県民税の申告が必要です
　源泉徴収された所得税の還付を受ける場
合は、所得税の確定申告が必要です。

③所得税の確定申告・市県民税の
申告は必要ありません

　ただし、所得証明書の交付、国民健康保
険税や後期高齢者医療保険料の算定、児童
扶養手当の給付などの際、市県民税の申告
が必要な場合があります。
　また、源泉徴収された所得税の還付を受
ける場合は、所得税の確定申告が必要です。
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「医療費控除の明細書」の書き方（記入例）
　医療費控除を受ける人は、「医療費控除の明細書」の作成が必須となります。
	　※領収書の添付は不要ですが、領収書は自宅などで５年間保存してください。

１　医療費通知に関する事項
○医療費通知書（医療費のお知らせ）を添付する場合は、この欄に記入してください。

⑴ 医療費通知に記載
　 された医療費の額

⑵ ⑴のうちその年中
　 に実際に支払った
　 医療費の額

⑶ ⑵のうち生命保険
　 や社会保険などで
　 補てんされる金額

① 医療費通知に記載されている自分が負担した医療費の合計を
記入します。（複数枚ある場合は全て合計してください）

② ①の金額のうち、その年に支払った金額の合計を記入します。
③ ②の金額のうち、保険金などが支払われた金額を記入します。

① 円
170,000　

ア② 円
150,000　

イ③ 円
30,000　

※医療費通知に記載されていない期間の医療費は、領収書を基に下記の明細に記入してください。
※医療費通知書は原本提出に限ります。コピーでの提出はできません。

２　医療費（上記１以外）の明細
　○令和４年１月〜12月中に支払った１年間分の医療費を「医療を受けた人」「病院･薬局など」ごとにまとめ、
それぞれの医療費の金額を１列ごとに記入してください。

⑴ 医療を受けた方の
氏名

⑵ 病院・薬局などの
支払先の名称 ⑶ 医療費の区分 ⑷ 支払った医療費

　 の額

⑸ ⑷のうち生命保険
や社会保険などで
補てんされる金額

新見　太郎 ○○病院 □診療・治療
□医薬品購入

□介護保険サービス
□その他の医療費

 円
190,000　

 円
20,000　

〃 ××薬局 □診療・治療
□医薬品購入

□介護保険サービス
□その他の医療費 3,000　

新見　花子 ○○病院 □診療・治療
□医薬品購入

□介護保険サービス
□その他の医療費 7,000　

　★予防接種、健康診断、マスク購入費は医療費控除の対象外です。
　★生命保険や高額療養費などで返ってきた金額があるときは⑸に記入してください。
　★おむつ代を医療費控除として計上するには、医師などによる「おむつ使用証明書」が必要です。

「医療を受けた人」・「病院･薬局など」ごとに記入 1年間分の支払った医療費を記入

 
 

 

 

税務職員ふたば

税務署からのお知らせ 

スマホ専用画面１

申告書作成・送信2

＊印刷して所轄の税務署へ提出することもできます。

申告書の作成
はこちら 

24時間いつでもAIが自動回答します。
※メンテナンス時間を除く 

スマホでの利用
はこちら  

インボイス制度についても相談できます！

【問い合わせ先】新見税務署　☎�0951

国税庁ホームページ 検 索

税に関する疑問は
チャットボットに相談しませんか？

　給与所得、雑所得や一時所得がある人など、
多くの人がスマホ専用画面をご利用いただ
けます。

申告書を送信
　○ マイナンバーカード方式
　○ ID・パスワード方式
　いずれかの方法で送信

申告書を作成
　画面の案内に
従って金額など
を入力し作成

期間　３月 15 日（水）まで （土・日曜日、祝日を除く）
受付時間　８時 30 分～ 16 時
　　　　　（相談時間９時～ 17 時） 

新見税務署における申告相談 

国税庁
ホームページ確定申告書等作成コーナー
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金
手
帳
�
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険
被
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険
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カ
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援
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だ
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等
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者
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入
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�
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㈬
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し
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み
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だ
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�
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︼

　
都
市
整
備
課
　
☎
演
６
１
１
８

団地名 間取り 募集
戸数 家賃 備考

金谷団地
（金谷619ｰ9）

1-302号
３DK 1

14,400円
～

28,400円

物置付
※注

金谷団地
（金谷619ｰ9）

3-304号
３DK 1

14,200円
～

28,000円

物置付
※注

唐松47団地
（唐松3273-2）

105号
３DK 1

8,400円
～

11,300円
※注

※注：単身で入居を希望する場合は条件があります。
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２
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９
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３
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９
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�
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時

　
　
　
３
月
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日
㈯
９
時
�
15
時

場
所
　
市
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１
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２
万
円
分
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
の
受
け
取
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�
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２
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28
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㈫
で
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�
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請
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お
早
め
に
！

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
市
民
課
　
☎
演
６
１
２
１

日　時 場　所

2 月21日（火） 9：00～15：00 哲多支局

2 月22日（水）
9：00～12：00 夢ひろば萬歳

13：30～16：30 新砥公民館

2 月24日（金） 9：30～15：00 きらめき広場・哲西

3 月 1 日（水）
9：00～12：00 唐松公民館

13：30～16：30 井倉公民館

3 月 2 日（木）
9：00～12：00 草間公民館（別館）

13：30～16：30 豊永公民館

3 月 3 日（金）
9：00～12：00 上市公民館

13：30～16：30 千屋公民館

3 月 6 日（月）
9：00～12：00 熊谷公民館

13：30～16：30 菅生公民館

3 月 9 日（木） 9：00～12：00 おおさ総合センター

3 月10日（金）
9：00～12：00 旧田治部小学校

13：30～16：30 大佐公民館大井野分館

3 月13日（月）
9：00～12：00 神郷公民館新郷分館

13：30～16：30 旧高瀬小学校

3 月15日（水）
9：00～12：00 神郷保健センター

13：30～16：30 神郷公民館油野分館
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全員参加のまちづくりで次世代へ
　地域の皆さんの声を大切に、安全・安心で笑
顔あふれる地域づくりに取り組みます。将来計
画の実現と、共に住み続けられる蚊家地域を目
指して、できることから一歩ずつ活動を行い、
地域を盛り上げます。

 目指す将来像 　世代を超えて光輝く地域へ

手を取り合い一体となって
　地域が一体となり、子どもから大人までみん
なが協力し、活躍できるまちづくりを行いま
す。地域の皆さんと一緒に必要な取組を考え、
実行し、誰もが安心して生活できる大野部地域
を目指します。

 目指す将来像 　助けあう大野部地域

みんなで集い活気ある八鳥
　課題や要望をみんなで共有し、解決していけ
る地域の実現を目指します。また、住民同士の
交流を大切に地域内での絆を深め、笑顔と活気
のあふれる八鳥地域となるよう、地域づくりに
取り組みます。

 目指す将来像 　ささえあえる八鳥地域

助け、励まし、支え合い、
　　　　　一致協力の地域づくり
　一人一人が改めて地域を見つめ直し、住民同
士で手を携えながら、課題解決に向けた活動を
実施します。これからも共に住み続け、次世代
へつないでいくことを目指した地域づくりに取
り組んでいきます。

 目指す将来像 　支え合う住みよい上刑部

哲多町蚊家地域運営組織

未来へつなぐ蚊家　9月22日設立

哲西町大野部地域運営組織

支えあう野部の里　12月11日設立

哲西町八鳥地域運営組織

ハットリ君　11月26日設立

大佐上刑部地域運営組織

上刑部地域振興協議会　12月16日設立

会長

宮
み や た

田　功
いさお

 さん

会長

中
なかやま

山　淳
じゅんこ

子 さん

会長

前
ま え た

田　五
ご ろ う

郎 さん

会長

西
に し だ

田　保
や す こ

子 さん

地域運営組織設立
　小規模多機能自治の考え方により、地域の特長を生かした地域づくりや
地域課題の解決などに取り組む「地域運営組織」の設立を進めています。
　新たに設立した４組織を加えて、現在18組織が活動しています。

新たに４地域で

【問い合わせ先】総合政策課　☎演6143
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令和５年度就農準備講座 受講生募集
　プロ農家と営農指導員、普及指導員による、本市特産物の栽培方法を
学ぶ実習主体の研修です。

受講資格
○市内で各生産部会や産地の一員として販売を目的
に新たにピオーネ、もも、トマト、りんどうの栽
培に取り組む意欲がある人、または栽培開始後１
〜２年程度の人

○年間を通して参加可能で、開催場所に現地集合で
きる人
受講料　無料
※一部実費が必要な場合があります。
申込方法　申込書に必要事項を記入の上、新見農業

普及指導センターまたは農業畜産振興課に提出して
ください。申込書は、申込先、市役所各支局、JA晴
れの国岡山新見統括本部広域営農経済センターおよ
び各支店に備え付けています。
申込期限　３月10日（金）
※申込期限後でも、申込状況によって受付可能な場
合がありますのでお問い合わせください。
【申し込み・問い合わせ先】
・新見農業普及指導センター　☎演9177
・農業畜産振興課　☎演6133

プロ農家になりませんか？

グリーン農業への取組を推進！
肥料費の一部を助成

主要園芸作物の
肥料・農薬費の一部を助成

　国が実施する「肥料価格高騰対策」事業を推進
するとともに、化学肥料の低減に取り組み農業経
営コストの軽減を図るため、事業に参加する農業
者に対し、肥料費の一部を助成します。

対象者　国の「肥料価格高騰対策」事業で化学肥
料低減計画の取組に２つ以上取り組む農業者
交付額　肥料価格高騰額相当分の15％
※市の助成とは別に、２つ以上の取組で国から
70％、３つ以上の取組で県から15％の支援が
あります。

申請方法　国・県が定めた化学肥料低減計画書を
JA晴れの国岡山新見統括本部または肥料販売店
に提出してください。
※市への申請は取組実施者（JA晴れの国岡山、肥
料販売事業者など）が行うため個人での申請は
必要ありません。

申請期限　２月28日（火）
【問い合わせ先】農業畜産振興課　☎演6133

　新型コロナウイルス感染拡大や国際情勢の変化
により主要園芸作物の肥料・農薬の価格が高騰し
ています。農業経営の安定化と生産継続および拡
大を図るため、肥料・農薬費の一部を助成します。

対象者　JA晴れの国岡山新見統括本部の主要園
芸作物の各生産部会（ぶどう、トマト、桃、花卉、
大根）に所属し、令和５年度も主要園芸作物の生
産に取り組む意思のある農業者
交付額　各主要園芸作物の作付面積10a当たり

ぶどう 4,000円
トマト 38,000円
桃 6,000円
花卉 5,000円
大根 20,000円

申請方法　申請書に記入の上、JA晴れの国岡山新
見統括本部または各支店に提出してください。
申請期限　２月28日（火）
【問い合わせ先】農業畜産振興課　☎演6133

コース名 場　　所 時　　期

ピオーネコース ピオーネ交流館ぶどう研修ほ場（豊永赤馬） ５月～２月（６回程度）

ももコース 大原観光果樹園ほ場（草間） ５月～12月（５回程度）

トマトコース 市内トマト農家ほ場など ４月～10月（４回程度）

りんどうコース 市内りんどう農家ほ場 ４月～12月（４回程度）

※場所および時期は変更になる可能性があります。
※主に平日の午前中に２時間程度行います。日程は開催日の約２週間前に連絡します。

※千円未満切り捨て
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植物学者　牧
ま き の

野富
と み た ろ う

太郎を学ぶ
　牧野富太郎（1862〜1957）は日本全国で植物を調査し、数多くの新種
を発見・命名した植物学者で「日本植物学の父」と称されています。
　「アテツマンサク」など新見の植物の調査や命名にも関わった牧野は、
春から放送される朝ドラのモデルに選ばれ、注目を集めています。
　新見にも由縁のある「牧野富太郎」を学んでみませんか。

　岡山の植物学者たちも牧野と協力し、新種の発見
など業績を残しました。知られざる郷土の植物学者
や牧野が命名した新見の植物を学びましょう。
日時　３月５日（日）10時〜12時
場所　市役所南庁舎３階大会議室
講師　狩

かりやま

山俊
しゅんご

悟氏・鐵
てつ

慎
し ん た ろ う

太朗氏
　　　（倉敷市立自然史博物館）
定員　40人（先着）
参加料　300円
申込方法　講座名、氏名、住所、電話番号を記入の
上、はがき、ファクス、メールまたは電話でお申し
込みください。
申込期間　２月10日（金）〜24日（金）

　牧野が調査した新見に自生する植物の写真展を開
催します。
日時　３月２日（木）〜12日（日）９時〜19時
※３月６日（月）は休館日のため観覧できません。
場所　まなび広場にいみギャラリー
観覧料　無料

【申し込み・問い合わせ先】
　〒718�8501　新見310�3
　生涯学習課　☎演6148　胃演6120
　糸s-gakushu@city.niimi.lg.jp

アテツマンサクの名付け親

参加者募集
国際交流ふれあいデイ

第13回
哲西きらめきひな祭り

　本市にお住まいの外国人の皆さんとグラウンド
ゴルフを通じて楽しく交流します。お気軽にご参
加ください。
日時　３月12日（日）９時〜12時
場所　憩いとふれあいの公園多目的広場
※雨天の場合は、屋内ゲートボール場
対象　国際交流に関心があり、１人でコースを回
ることができる小学生以上の人
定員　60人程度（外国人を含む）
参加料　無料
申込方法　参加者の住所、氏名、年
齢、性別、電話番号、道具の有無を
記入の上、メール、ファクスまたは
電話でお申し込みください。
申込期限　２月17日（金）
【申し込み・問い合わせ先】
　国際交流協会事務局（生涯学習課内）
　☎演6147　胃演6120
　糸niimi-iea@city.niimi.lg.jp

日時
２月25日（土）
〜３月５日（日）
10時〜16時
※２月26日（日）、
　３月４日（土）は
　20時まで
○開会式　
　２月25日（土）
　10時〜
○ナイトギャラリー
　２月26日（日）、
　３月４日（土）
　18時〜20時
場所　きらめき広場・哲西文化ホール

【問い合わせ先】
・ＮＰＯきらめき広場　☎押2143
・哲西支局　☎押2111

牧野富太郎と新見の草花写真展

高梁川流域連携中枢都市圏事業
市民学習講座「牧野富太郎と新見の植物」 牧野富太郎肖像

高知県立牧野植物園提供

アテツマンサク

ビッチュウフウロ

市報にいみ	第215号
February 202317



情
報

プ
ラ
ザ

お
知
ら
せ

岡
山
県
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
４
月
９
日
㈰
に
岡
山
県
議
会
議
員
選
挙

が
行
わ
れ
ま
す
�
次
の
３
会
場
で
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
�
立
候
補
を
予
定
し

て
い
る
人
︵
代
理
可
︶
は
い
ず
れ
か
の
会

場
に
必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
�

日
時
・
場
所

○
２
月
６
日
㈪
13
時
30
分
�

　
県
庁
分
庁
舎

○
２
月
８
日
㈬
13
時
30
分
�

　
備
中
県
民
局

○
２
月
10
日
㈮
13
時
30
分
�

　
美
作
県
民
局

定
員
　
立
候
補
予
定
者
１
人
に
つ
き
２
人

ま
で

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
８
６

�

２
２
６

�

７
２
７
３

集
会
施
設
の
固
定
資
産
税
を
減
免

　
公
民
館
や
集
会
所
な
ど
の
土
地
・
家
屋

に
か
か
る
固
定
資
産
税
は
�
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
状
況
に
よ
り
�
減
免
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
�

　
新
た
に
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

は
�
納
期
限
の
７
日
前
ま
で
に
申
請
が
必

要
で
す
�

減
免
の
要
件

○
地
域
の
行
事
や
集
会
な
ど
�
地
域
住
民

の
た
め
の
使
用
を
目
的
と
す
る
も
の

○
使
用
料
が
無
料
の
も
の︵
実
費
を
除
く
︶

○
町
内
会
や
自
治
会
の
所
有
�
ま
た
は
個

人
所
有
で
あ
る
が
�
町
内
会
な
ど
へ
無

償
提
供
を
し
て
い
る
も
の

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
税
務
課
　
☎
演
６
１
１
７

２
月
は
北
方
領
土
返
還
運
動

全
国
強
調
月
間

�
四
島
還
せ
！ 

声
出
し
合
�
て 
動
く
今
�

　
北
方
四
島
︵
歯
舞
群
島
�
色
丹
島
�
国

後
島
�
択
捉
島
︶
の
返
還
を
求
め
て
２
月

７
日
の
﹁
北
方
領
土
の
日
﹂
を
中
心
に
各

地
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
�

　
北
方
四
島
の
早
期
返
還
実
現
の
た
め
�

返
還
運
動
へ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
�

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
岡
山
県
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
県
民

会
議
事
務
局
︵
県
公
聴
広
報
課
内
︶

　
☎
０
８
６

�

２
２
６

�

７
１
５
８

【問い合わせ先】市民課　☎演6123

国民健康保険・後期高齢者医療制度にご加入の皆さんへ

整骨院・接骨院にかかるときは確認を！
　柔道整復師（整骨院・接骨院）の施術を受ける
とき、健康保険の適用になる場合とならない場合
があります。
　保険の適用が認められなけれ
ば、全額自己負担になりますので
ご注意ください。

施術を受けるときの注意点
○負傷の原因を正しく伝える。
○医療機関にかかっている場合はその旨を伝える。
○施術所が作成する｢療養費支給申請書｣の内容を
確認し、自分で署名する。
○領収書をもらう。
※療養費支給申請書の内容確認のため、市から電
話や文書などで問い合わせることがあります。

健康保険が適用される例 健康保険が適用されない例

○打撲
○捻挫
○挫傷（肉離れなど）
○脱臼、骨折
　（応急手当以外は医師の同意書が必要）

○日常生活による単なる肩こり、腰痛など
○慰安目的の施術
○スポーツなどによる筋肉疲労、筋肉痛
○症状の改善がみられない長期の施術（漫然とした施術）
○同じ症状について保険医療機関（病院、診療所など）で治療中

の場合
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﹄
を
テ
�
マ
に
ユ
�
モ
ア

た
�
ぷ
り
の
ト
�
ク
シ
�
�
を
開
催
し
ま

す
�

日
時
　
２
月
26
日
㈰
13
時
30
分
�
15
時

場
所
　
倉
敷
市
芸
文
館

対
象
　
高
梁
川
流
域
圏
内
に
在
住
ま
た
は

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

参
加
料
　
無
料

申
込
方
法
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
�

申
込
期
限
　
２
月
８
日
㈬

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
株
式
会
社
ウ
ル
ト
ラ
ジ
�
イ

　︵
受
託
事
業
者
︶

　
☎
０
８
６

�

４
８
６

�

２
２
４
３

ホームページ
はこちら

申し込みは
こちら　　

発売
期間 ２/１（水）～３/３（金）

お問い合わせ先/岡山県総務部財政課 TEL086-226-7231

バレンタインジャンボミニ も同時発売！

市報にいみ	第215号
February 202319



今月の相談窓口

新見警察署からのお知らせ
特殊詐欺に注意地域猫活動をご存じですか

　特殊詐欺の手口にはたくさんの種類があります。

〇携帯電話にNTTファイナンスをかたり「有料サ
イトの未払い金がある」などとSMSが届き、言
葉巧みに金銭を要求され、だまし取られる。

○「携帯電話にウイルスが入っているため遠隔操
作で修理をする。コンビニで電子マネーを購入
し、裏面に記載されている番号を教えてほしい」
などと金銭を要求され、だまし取られる。

　NTTファイナンスでは、SMSによる「料金の支
払いがない」などの案内はしていませんのでご注
意ください。
　また、携帯電話にウイルスが入ったからと金銭
を要求するような電話は詐欺です。電話でお金の
話が出たら、詐欺を疑うようにしてください。
　岡山県では、条例によりATMコー
ナーでの携帯電話の利用を避けるよ
う定めています。詐欺が疑われる場
合には警察に通報をお願いします。
　皆さんの親切が、特殊詐欺被害を
防ぎます。

【問い合わせ先】
　新見警察署生活安全刑事課　☎演0110

　地域猫活動とは、地域住民の合意のもと、野良
猫に対し住民が主体となって不妊去勢手術や一定
のルールに基づいた餌やり、トイレの管理などを
行うことです。野良猫を排除するのではなく、一
代限りの命を見守って、数年かけて地域から野良
猫がいなくなることを目指すものです。

　岡山県動物愛護センターが窓口と
なり、地域猫活動を行う団体などに
対して支援事業を行っています。関
心のある人は、動物愛護センター（☎
086�724�9512）にお問い合わせく
ださい。

【問い合わせ先】環境課　☎演6124

相談内容 相談日 時間 場所 予約 問い合わせ先

心配ごと相談 15日（水） 9：00～12：00 市役所南庁舎　 – 社会福祉協議会
　　　　　　☎演7306

人権相談 1 日（水） 9：00～12：00 市役所南庁舎 – 総務課　　　☎演6204

人権・行政相談
3 日（金） 9：00～12：00 おおさ総合センター – 大佐支局　　☎殴2111

6 日（月） 9：00～12：00 きらめき広場・哲西 – 哲西支局　　☎押2111

人権・行政・登記・法律相談 15日（水） 9：00～12：00 やまびこ広場神郷 – 神郷支局　　☎往6111

人権・行政・登記・家庭児童・
母子父子相談 15日（水） 9：00～12：00 市役所南庁舎 – 総務課　　　☎演6204

心の健康相談 10日（金） 15：00～17：00 備北保健所新見支所 要 備北保健所新見支所
　　　　　　☎演5691

法律相談 15日（水） 10：00～15：00 地域福祉センター 要 社会福祉協議会
　　　　　　☎演7306

消費生活相談 2 日（木） 10：30～15：00 市役所ふれあい会館 – 交通対策課　☎演6122

交通事故相談 10日（金） 10：00～15：00 市役所ふれあい会館 – 交通対策課　☎演6122

年金相談※
9 日（木）

9：45～15：30 新見商工会議所　 要 高梁年金事務所
　　　☎0866蔚057022日（水）

※年金相談の予約申込は自動音声案内でご案内します。「１」を選択後、「２」を選択してください。
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　今回のりぼんでは、皆さんおなじみの童話「シンデレラ」「赤ずきん」、平安時代に
書かれたお話「とりかへばや物語」をモチーフにした物語を通して、男女共同参画に
関するいろいろなテーマについて考えてみたいと思います。いろいろなテーマについて考えてみたいと思います。

＃シン・男女共同
参画物語

　　　～どうする にーみん～

新見市男女共同参画情報紙

りぼん vol.35
2023.2



テ
ー
マ
そ
の
① 

家
庭
内
暴
力（
Ｄ
Ｖ
・
虐
待
）

テ
ー
マ
そ
の
② 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
、家
事
分
担

　
　

シ
ン
デ
レ
ラ
は
、
継
母
た

ち
か
ら
家
庭
内
暴
力
を
受
け

て
い
る
ね
。
家
庭
内
暴
力
は
、

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン

ス
）
と
も
呼
ば
れ
て
、
主
に
夫
婦
の
間

で
振
る
わ
れ
る
暴
力
の
こ
と
を
言
う
よ
。

　
　

意
地
悪
さ
れ
る
だ
け
で
、

暴
力
は
ふ
る
わ
れ
て
い
な
い

け
れ
ど
、
そ
れ
も
「
暴
力
」

に
な
る
の
？

　
　

な
ぐ
っ
た
り
蹴
っ
た
り
だ

け
じ
ゃ
な
く
、
大
声
で
ど
な

る
・
大
切
な
も
の
を
捨
て

る
「
精
神
的
暴
力
」
や
、
洋
服
な
ど
必

要
な
物
を
買
わ
せ
な
い
「
経
済
的
暴

力
」
も
、
立
派
な
暴
力
だ
よ
。
そ
れ
か

ら
、
子
供
を
家
に
閉
じ
込
め
る
・
学
校

に
登
校
さ
せ
な
い
の
も
、「
ネ
グ
レ
ク

ト
」
と
い
っ
て
虐
待
に
な
る
ん
だ
。

　

ど
ん
な
暴
力
も
虐
待
も
、
絶
対
に
許

し
て
は
い
け
な
い
ね
。

　
　

家
事
や
雑
用
だ
け
で
一
日

が
終
わ
っ
て
、
全
然
休
む
暇

も
な
い
の
。

　
　

長
時
間
労
働
は
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を

崩
す
原
因
に
な
る
よ
。

ど
う
す
る　

　

に
ー
み
ん

ど
う
す
る　

　

に
ー
み
ん

　
　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
っ
て
何
？

　
　

働
く
す
べ
て
の
人
が
、
仕

事
（
ワ
ー
ク
）
と
、
育
児
や

介
護
、
趣
味
や
学
習
、
休
養
、

地
域
活
動
（
ラ
イ
フ
）
の
両
方
を
充
実

さ
せ
る
働
き
方
や
生
き
方
の
こ
と
だ
よ
。

　
　

お
掃
除
し
た
り
食
事
を
作

っ
た
り
、
洗
濯
物
を
洗
っ
て

ほ
し
た
り
、
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
家
事
が
多
く
て
、
自
分
の
時
間

な
ん
て
と
れ
な
い
わ
。

　
　

一
緒
に
暮
ら
す
家
族
み
ん

な
で
、
助
け
合
っ
て
家
事
の

分
担
を
し
て
い
こ
う
。
公
的

サ
ー
ビ
ス
や
民
間
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
こ
と
で
負
担
を
軽
減
す
る
と
い
う
方

法
も
あ
る
よ
。

　

そ
れ
に
最
近
は
、
企
業
な
ど
で
も
働

き
方
改
革
が
進
ん
で
い
る
ん
だ
。
仕
事

の
見
直
し
を
し
て
時
間
外
労
働
を
減
ら

し
た
り
、
時
短
勤
務
な
ど
の
多
様
な
働

き
方
を
取
り
入
れ
た
り
し
て
い
る
よ
。

介

崩

＃
シ
ン
・
シ
ン
デ
レ
ラ



テ
ー
マ
そ
の
③ 

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ

ど
う
す
る　

　

に
ー
み
ん

　
　

赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
の
今
の

気
持
ち
は
ど
う
な
の
？

　
　

彼
の
こ
と
が
好
き
な
ん
だ

け
ど
、
な
ん
だ
か
苦
し
い
、

こ
わ
い
。
彼
は
私
の
こ
と
を

愛
し
て
い
る
か
ら
そ
ん
な
こ
と
を
す
る

ん
だ
と
言
う
の
。
我
慢
し
な
い
と
い
け

な
い
の
か
な
あ
。

　
　

そ
ん
な
こ
と
な
い
よ
。
本

当
に
好
き
な
相
手
な
ら
、
苦

し
ま
せ
た
り
こ
わ
が
ら
せ
た

り
し
な
い
よ
。
位
置
情
報
が
共
有
で
き

る
ア
プ
リ
も
、
防
犯
な
ど
の
役
に
立
つ

け
れ
ど
、
い
き
す
ぎ
る
と
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
し
、
彼
は
赤

ず
き
ん
ち
ゃ
ん
を
自
分
の
思
い
通
り
に

し
よ
う
と
し
て
い
る
ね
。

　
　

じ
ゃ
あ
、
愛
さ
れ
て
い
な

い
の
？

　
　

相
手
を
縛
り
付
け
る
こ
と

は
、
愛
情
で
は
な
く
て
Ｄ
Ｖ

だ
よ
。
か
ら
だ
へ
の
暴
力
だ

け
じ
ゃ
な
く
て
、
こ
こ
ろ
へ
の
暴
力
も

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
な
る
ん
だ
。

　

ふ
た
り
の
関
係
は
、
お
互
い
が
安
心

で
き
る
関
係
で
な
い
と
い
け
な
い
と
思

う
よ
。

　

自
分
を
大
事
に
す
る
た
め
に
も
、
ま

ず
は
誰
か
に
相
談
し
て
、
彼
と
の
関
係

を
見
つ
め
な
し
て
み
た
ら
ど
う
か
な

ぁ
。

　
　

Ｄ
Ｖ
を
受
け
た
ら
、
ど
こ

に
相
談
し
た
ら
い
い
の
？

　
　

新
見
公
民
館
に
あ
る
「
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
」
で
、

Ｄ
Ｖ
な
ど
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
る
よ
。
友
だ
ち
の
様
子
が
不
自

然
に
感
じ
た
ら
、
友
だ
ち
が
相
談
に
乗

っ
て
あ
げ
る
こ
と
も
大
事
だ
ね
。

女

当
　

気

＃
シ
ン
・
赤
ず
き
ん

　

家
庭
内
暴
力
や
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ

の
相
談
は
…

新
見
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ

　

☎
演
６
１
５
９

岡
山
県
女
性
相
談
所

　

☎
０
８
６

-

２
３
５

-

６
０
６
０

Ｄ
Ｖ
夜
間
電
話
相
談

　

☎
０
８
６

-

２
３
５

-

６
１
０
１

　

受
付
時
間
な
ど
は
、
各
相
談

窓
口
の
Ｈ
Ｐ
な
ど
を
確
認
し
て

ね
！

　

子
ど
も
の
虐
待
や
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
な
ど
、
そ

の
他
の
内
容
も
、
い
ろ
い
ろ
な

相
談
先
が
あ
る
よ
。
電
話
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で

相
談
で
き
る
か
ら
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
希
望
の
窓
口
を
確
認

し
て
話
し
て
み
て
ね
！

相
談
窓
口
は

た
く
さ
ん
あ
る
よ

新見市男女共同参画情報紙新見市男女共同参画情報紙



発行/新見市　編集/新見市男女共同参画情報紙編集委員会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

新
見
市
男
女
共
同
参
画
情
報
紙
編
集

委
員
会
事
務
局
（
総
合
政
策
課
内
）

　

☎
演
６
１
４
３

　編集後記
編集委員　谷岡奈央

テ
ー
マ
そ
の
④ 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス

テ
ー
マ
そ
の
⑤ 

自
分
ら
し
さ

＃
シ
ン
・
と
り
か
へ
ば
や
物
語

　今回のりぼんでは、昔話を通して複数
のテーマについて取り上げました。
　今回の編集会議の中で自分がいつも考
えていたことは、「私たちは、男、女と
いう前に、一人の人間であること」「男
らしく、女らしくという前に、自分らし
く生きること」そして、「もし生きづら
いと思っている人がいれば、それを皆で
改善していくこと」です。
　近年、多様化という言葉をよく耳にし
ます。しかし、もともと私たちは多様だ
し、多様であるべきなのです。
　男女共同参画が当然のこととなり、「男
女共同参画」という言葉自体が意識され
ない世の中になると良いと願います。
　また、近年は先行き不透明な時代と言
われ不安を煽られていますが、皆が多様
性を認める世の中になれば、まだまだ世
の中はきっと良くなるはずです。
　私たち編集委員がりぼんを出させてい
ただく意義は、まさにりぼんのように
様々な色を互いが認め、皆のハートを結
びつけていくことのお手伝いかな、と考
えています。
　皆さんの心を少しだけほっこりできる
情報紙になれば良いなと願っています。

　　
　

男
ら
し
さ
、
女
ら
し
さ
っ

て
な
ん
だ
ろ
う
？ 

　
　

男
性
は
こ
う
あ
る
べ
き
、

女
性
は
こ
う
あ
る
べ
き
と
決

め
つ
け
る
の
は
よ
く
な
い
ね
。

　
　

本
当
は
赤
や
桃
色
が
好
き

な
の
に
、
男
の
子
は
青
色
に

し
な
さ
い
っ
て
い
つ
も
言
わ

れ
る
ん
だ
。

　
　

剣
術
や
馬
術
を
習
い
た
い

の
に
、
女
の
子
だ
か
ら
ダ
メ

っ
て
言
わ
れ
る
の
が
イ
ヤ
！

　
　

男
女
の
役
割
に
つ
い
て
の

決
め
つ
け
や
偏
見
を
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
」
っ
て
い

う
ん
だ
よ
。
普
段
自
分
が
何
気
な
く
使

っ
て
い
る
言
葉
を
見
つ
め
な
お
し
て
、

無
意
識
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
に
も

気
を
付
け
て
い
き
た
い
ね
。

ど
う
す
る　

　

に
ー
み
ん

新見市男女共同参画情報紙

　

わ
た
し
は
今
の
わ
た
し
の

ま
ま
で
い
た
い
な
。

　

好
き
な
も
の
は
好
き
っ
て

言
っ
て
、
や
り
た
い
こ
と
を

や
り
た
い
！

決

　

思
い
込
み
に
縛
ら
れ
な
い

「
自
分
ら
し
さ
」を
、み
ん
な

で
大
事
に
し
て
い
き
た
い
ね
。

ど
う
す
る　

　

に
ー
み
ん



このページでは新見高校の学習活動の様子を紹介していきます。

新しい自分を

 見つける場所

本校ホームページへ

学校紹介動画へ

岡山県立新見高等学校

【問い合わせ先】新見高等学校地域連携担当（戸田）☎演2260

＜普通科＞

＜工業技術科＞

＜生物生産科＞

＜総合ビジネス科＞

　普通科では、総合的
な探究の時間『仰高タ
イム』で主権者教育に
取 り 組 ん で い ま す。 
2 年次では、SDGs の
17 の 目 標 に つ い て、
自分の興味あるものを
選び研究します。次に
それを新見市の身近な
課題に関連付け、「どうすれば課題を改善し、自分たちの
地域を良くできるか」をグループで協力して考えて、陳情
書にまとめ、新見市議会へ陳情します。この活動を通して
新見市の魅力や現状を改めて知ることができました。陳情
書作成に当たっては、市役所、新見未来づくり会議、新見
公立大学生など多くの皆さんから助言をいただき、新たな
発見、気づきがありました。ありがとうございました。

� 普通科　2年次生　柴
し ば た

田　佳
か の ん

音

　 工 業 技 術
科では、市内
の 小 中 学 校
で 合 計 10 回
ほ ど 出 前 授
業 を 行 っ て
います。私た
ちのグループ
は、中学校へ行き「LED の制御回路」をハンダ付け
して完成させる技術指導を2回行いました。出前授業
では、初めてハンダ付けを経験する生徒が多かったの
ですが、積極的に取り組んでくれたので作品を完成さ
せることができました。このような授業を通して、中
学生の皆さんに関心を持ってもらい「ものづくりの楽
しさ」を知ってもらえたら、うれしく思います。

� 工業技術科　3年次生　竹
たけざき

﨑　真
し ん や

也

　生物生産科では、
実習で育てた生産物
を地域で販売する販
売実習を行っていま
す。12月に新見プラ
ザで行った販売実習
では、タブレット端
末を使ってレジ操作
やレシートの発行を
行う POS レジシステムを取り入れました。端末の操
作は簡単で、素早く正確に会計処理ができ、販売がと
てもスムーズになりました。その結果、生産物を買っ
てくださる地域の皆さんとの交流の時間をたくさん持
てるようになりました。一つのやり方を工夫するだけ
で、活動の幅が広がり、地域の皆さんとたくさん交流
できたことは良い経験になりました。

� 生物生産科　3年次生　澤
さ わ だ

田　優
ゆ う か

花

　7月15日、16日に御
殿町センター周辺で第
25回ドキドキショッ
パーズを開催しました。
本年度は2年次生が10
人しかおらず「フリー
マーケット」は、やむ
を得ず中止となりまし
たが、「北校地と各地
の特産品のお店」「屋台」「催し物」の3店舗を展開しまし
た。総合ビジネス科は令和5年度末で閉科するため、今回
が最後のドキドキショッパーズとなりました。それを聞い
た多くのお客様から、温かい声援をいただきました。この
販売実習での体験を将来の役に立てたいと思います。皆さ
ん、本当にありがとうございました。

� 総合ビジネス科　2年次生　仲
な か だ

田　華
はな

〈今月の話題〉
　本校は昨年度から新見市の「市内高校
魅力化推進事業」交付金を活用し、以前
から重視してきた地域との交流事業を継
続、発展させています。
　今回は、本校の地域との交流事業「に
いこう交流事業」について、本年度の活
動の一部を紹介します。

【にいこう交流事業報告】

市役所職員との意見交換の様子 販売実習の様子

出前授業の様子
ドキドキショッパーズの様子
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　防災公園周辺で3年ぶりに開催し、市内外の162人
が参加しました。
　新年のすがすがしい青空の下、走り初めをしようと
参加したランナーは、年齢や性別ごとに定めた10部
門で健脚を競いました。
　小学1～3年生とその保護者が一緒に走るファミリ
ーの部では、2km のコースを互いに励まし合いなが
ら走り、最後は手をつないでゴールしていました。

１／３ 新春ロードレース大会

新春の青空の下走り初め

　まなび広場にいみ大ホールで開催し、令和４年度に
20歳を迎える206人が参加しました。成人年齢の引
き下げにより、従来の「成人式」から名称を変更して
初めての開催となりました。
　式典では参加者を代表して谷

た に お か

岡瞳
ひとみ

さんが誓いの言葉
を述べました。美しい振り袖で華やかな雰囲気に包ま
れた会場では、久々の再会を喜び近況報告などで盛り
上がっていました。

１／２ 二
は た ち

十歳の集い

節目のお祝いを華やかに

　大竹集会所グラウンドで、令和4年に設立された地
域運営組織・大竹会（佐

さ え き

伯雅
ま さ き

輝会長）が主催し開催さ
れました。
　正月飾りや書き初めで組まれたやぐらに、年男が火
入れをし、良い年になるよう願いました。
　持ち寄ったお餅でぜんざいを食べたり、ビンゴゲー
ムで盛り上がったりと、地域住民同士の楽しい交流の
時間を過ごしていました。

１／１4 哲西町大竹地区とんど焼き

今年も元気に過ごせますように

　新見千屋温泉いぶきの里で、地域運営組織・未来へ
つなぐ千屋野の里（山

や ま ぐ ち

口歳
と し ひ ろ

弘会長）が主催し開催され
ました。
　昨年に続き２回目の開催となった今回も、珍しい冬
の花火を見ようと多くの人が訪れました。
　雪景色の中、星がきらめく澄んだ夜空に打ち上げら
れた花火は鮮やかで美しく、訪れた人々は感嘆の声を
漏らしていました。

１／８ 千屋野の里雪上花火大会

雪と花火のコラボレーション
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小さな成長を　

　積み重ねて

　　 澤
さ わ ざ

座　啓
け い た

太 さん
足立石灰工業株式会社
設備課　設備職

羽ば
たけ！

New FaceNew Face

現
在
の
職
業
を
選
ん
だ
理
由
を

教
え
て
く
だ
さ
い

　
高
校
１
年
生
の
頃
か
ら
地
元
新
見
市

で
就
職
し
て
�
地
域
や
市
に
貢
献
し
た

い
と
決
め
て
い
ま
し
た
�
当
時
�
地
元

に
あ
る
会
社
の
こ
と
が
あ
ま
り
分
か
ら

ず
�
就
職
先
に
悩
ん
で
い
た
時
に
祖
父

に
相
談
し
ま
し
た
�
そ
の
時
�
市
の
地

場
産
業
で
あ
る
石
灰
業
に
つ
い
て
教
え

て
も
ら
い
�
少
し
興
味
を
持
ち
ま
し
た
�

ま
た
�
祖
父
が
昔
働
い
て
い
た
足
立
石

灰
工
業
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
う
と
�

さ
ら
に
興
味
が
深
ま
り
ま
し
た
�

　
高
校
２
年
生
の
時
に
は
足
立
石
灰
工

業
に
イ
ン
タ
�
ン
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
�
会
社
や
社
員
の
皆
さ
ん
の
雰
囲

気
�
地
域
に
貢
献
で
き
る
仕
事
の
内
容

な
ど
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
り
�
会
社
の

一
員
と
し
て
力
に
な
り
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
強
く
な
�
た
た
め
�
足
立
石
灰

工
業
に
就
職
し
ま
し
た
�

ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
会
社
の
設
備
・
プ
ラ
ン
ト
な
ど
の
修

理
�
点
検
�
改
良
な
ど
社
内
修
理
を
主

に
行
�
て
い
ま
す
�
現
場
で
不
具
合
の

あ
る
設
備
を
修
理
し
た
り
�
設
備
の
改

良
に
必
要
な
物
を
製
作
し
た
り
と
毎
日

仕
事
の
内
容
が
変
わ
る
の
で
�
覚
え
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
大
変
で
す
�

　
し
か
し
�
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
経
験

す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
�
知
識
や

で
き
る
こ
と
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま

す
�﹁
次
は
こ
れ
に
つ
い
て
も
�
と
知

り
た
い
﹂﹁
こ
の
作
業
を
上
手
に
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
﹂
と
自
分
自
身
を

成
長
さ
せ
た
い
と
思
い
な
が
ら
�
毎
日

楽
し
く
働
い
て
い
ま
す
�

ど
ん
な
時
に
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
か

　
ま
だ
一
人
で
で
き
る
仕
事
が
限
ら
れ

て
い
る
中
で
�
一
人
で
工
具
を
使
�
て

簡
単
な
物
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
時
や

重
い
荷
物
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
た
時
な

ど
�
で
き
る
仕
事
を
や
り
遂
げ
た
時
に
�

い
ち
ば
ん
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
�

　
ま
た
�
溶
接
や
ガ
ス
を
使
�
た
金
属

板
の
切
断
な
ど
�
難
し
い
作
業
を
練
習

し
て
上
達
し
た
時
に
も
や
り
が
い
を
感

じ
ま
す
�

目
指
す
将
来
像
を
教
え
て
く
だ

さ
い

　
先
輩
方
の
�
難
し
い
作
業
を
丁
寧
か

つ
手
早
く
行
う
と
こ
ろ
や
�
経
験
に
基

づ
い
た
ア
イ
デ
ア
が
豊
富
な
と
こ
ろ
�

想
定
外
の
こ
と
に
も
臨
機
応
変
に
す
ぐ

に
対
応
で
き
る
と
こ
ろ
に
憧
れ
て
い
ま

す
�

　
私
も
憧
れ
の
先
輩
方
の
よ
う
に
な
れ

る
よ
う
に
努
力
し
�
小
さ
な
成
長
を
積

み
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
�
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新
見
に
Ｕ
タ
�
ン
し
て
�
も
う
す
ぐ
丸
５
年
�
縁
あ
�
て
入

社
し
た
田
中
実
業
株
式
会
社
で
�
地
域
活
性
を
目
的
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
サ
�
ビ
ス
に
関
わ
�
て
い
ま
す
�

　﹁
住
ん
で
い
る
人
が
地
元
に
誇
り
を
持
て
る
よ
う
に
！
﹂
と

願
い
を
込
め
創
刊
し
た
月
刊
フ
リ
�
ペ
�
パ
�﹁
に
い
み
い
ろ
﹂

は
既
に
発
行
55
号
を
数
え
ま
す
�
ま
た
�
ウ
�
ブ
時
代
に
対
応

す
る
地
域
メ
デ
�
ア
と
し
て
立
ち
上
げ
た﹁
ま
い
ぷ
れ
新
見
市
﹂

で
は
�
地
元
の
最
新
ニ
�
�
ス
が
タ
イ
ム
リ
�
に
発
信
さ
れ
�

ス
マ
ホ
で
手
軽
に
﹁
新
見
の
今
﹂
を
楽
し
め
ま
す
�
最
近
で
は
�

新
見
市
の
委
託
を
受
け
�
ふ
る
さ
と
納
税
や
定
住
促
進
を
サ

ポ
�
ト
す
る
業
務
に
も
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
�

　
そ
ん
な
中
で
感
じ
る
の
は
�
新
見
市
に
は
産
業
・
文
化
・
特

産
品
・
観
光
資
源
な
ど
�
た
く
さ
ん
の
魅
力
が
あ
り
�
そ
れ
を

作
る
人
の
み
な
ら
ず
�
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る
仲
間
も
多
く
い

る
と
い
う
こ
と
�
地
域
の
力
で
�
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
の
価
値
を

さ
ら
に
高
め
な
が
ら
�
ブ
ラ
ン
ド
力
や
情
報
発
信
力
を
プ
ラ
ス

で
き
れ
ば
�
そ
の
先
に
は
き
�
と
�

新
見
市
の
活
性
化
に
繋
が
る
新
た

な
希
望
が
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
�

そ
う
な
る
よ
う
に
�
こ
れ
か
ら
も
�

私
が
で
き
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
�

前
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
�

　
私
に
は
２
人
の
子
ど
も
が
い
ま

す
�
今
ま
で
新
見
に
住
ん
だ
こ
と

は
１
度
も
あ
り
ま
せ
ん
が
�
将
来

﹁
新
見
で
暮
ら
し
た
い
﹂
と
考
え

る
こ
と
が
あ
れ
ば
�
そ
の
気
持
ち

を
心
か
ら
応
援
し
た
い
と
思
い
ま

す
�
そ
の
た
め
の
﹁
幸
せ
に
暮
ら

せ
る
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
﹂
は
�

他
の
誰
で
も
な
い
�
今
い
る
私
た

ち
の
使
命
�
で
き
る
限
り
関
わ
り

続
け
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
�

N
iim
i U
niversity

　私は将来、子どもや保護者に寄り添い、子どもの成長を多面的に
支援できる保育者になりたいと思い新見公立大学に入学しました。
健康保育学科では、保育者になるための学修だけではなく、特別支
援教育や病児保育についても学ぶことができ、私が目指す幅広い知
識と実践力を身に付けることができます。
　入学当初は、初めての一人暮らしのため不安でいっぱいでしたが、
家族や友達、先生、先輩のおかげで大学生活にも慣れ、もうすぐ１
年が経とうとしています。地域の方が温かく話しかけてくださるこ
とや水の透き通った大きな川、木の生い茂った森など豊かな自然に
囲まれて過ごす中で、新見市に溶け込むことができています。最近
は、地元雲仙市の島原鉄道と同じ黄色の電車が走っていることが分
かり、親近感も湧きました。
　来年度はいよいよ初めての実習が始まります。不安が大きいです
が、先生方から子どもに対する接し方を学び、実際に子どもとの関
わりを通して多くのことを吸収して、夢の実現に一歩ずつ近づいて
いきたいです。

大学生になって
新見公立大学　健康保育学科　１年

古
こ が

賀　美
み さ き

咲 さん（長崎県雲仙市）

地域の魅力を未来の希望に

児
こ だ に

谷　和
か ず の り

徳 さん（54） 坂本
田中実業株式会社　ひと・まちづくり推進室　室長
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みんなの広場
\\ 晴れのち晴れ　新見は今日も青空いっぱい//

北

か

ら

南から

は
�
岡
山
市
の
病
院
で
理
学
療
法
士
と
し
て

働
い
て
い
ま
す
�
患
者
さ
ん
の
生
活
に
関
わ

り
�
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
続
け
て
い
け
る
よ
う
に

リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
し
て
い
ま
す
�

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
�
て
数
年
前
か
ら
環
境
が
大
き
く

変
化
し
�
病
院
で
は
た
く
さ
ん
の
制
限
が
で
き
ま
し

た
�
制
限
が
あ
る
中
で
働
い
て
い
る
と
�
思
う
よ
う

に
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
で
き
ず
�
も
ど
か
し
い
思
い
を

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
�
地
域
の
人
た
ち
が
変
わ
ら

ず
リ
ハ
ビ
リ
に
来
て
く
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
�
コ
ロ

ナ
禍
で
も
で
き
る
限
り
の
こ
と
が
提
供
で
き
る
よ
う

に
頑
張
�
て
い
ま
す
�

　
医
療
従
事
者
は
プ
ラ
イ
ベ
�
ト
で
も
特
に
制
限
を

強
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
�
友
達
と
会
う
こ
と
や
好
き

な
こ
と
を
以
前
と
同
じ
よ
う
に
す
る
の
は
難
し
く
�

仕
事
と
プ
ラ

イ
ベ
�
ト
で

葛
藤
が
生
ま

れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
�
し
か
し
�

今
し
か
で
き
な
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
�
感
染
予
防
に
十
分

留
意
し
つ
つ
�
た
ま
に
は

実
家
に
帰
�
て
猫
と
遊
ん
だ
り
�

友
達
に
会
�
た
り
と
今
や
り
た
い

こ
と
を
精
一
杯
楽
し
ん
で
�
医
療

従
事
者
と
し
て
頑
張
�
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
�

私

第
215
通

土つ

ち

や屋
　
舞ま

い

か佳 

さ
ん 

（28）

岡
山
市
（
出
身
　
哲
多
町
大
野
）
理
学
療
法
士

★

【問い合わせ先】健康医療課　☎演6130

　突然ですが、痛み止めを頻繁に使い過ぎていま
せんか？痛み止め、正確には非ステロイド性抗炎
症薬の「ロキソニン」は非常に使用頻度の高い薬
であり、処方しない日はないと言ってもよいくら
いです。しかし、使い過ぎると胃潰瘍や十二指腸
潰瘍の原因になることがあります。通常は医師や
薬剤師から説明があるはずですが、「そんな怖い
副作用は初めて聞いた」と口にされる人がたまに
います。漫然と長期に渡って使うのはリスクがあ
るので、使用し続ける場合には胃薬と併用するこ
ともあり、結果内服薬が増えてしまいます。
　今回は痛み止めを例に出しましたが、多くの薬
を使用した結果、副作用が問題になるケースは多
いです。このような「害のある」多剤服用はポリ
ファーマシーと呼ばれ、医師も患者も「なんでこ
の薬ずっと処方されているの？」と疑問に思った
まま、何となく内服が続いていることもしばしば
です。薬の管理は適切にされていますか？　自分
がその薬をなぜ飲まないといけないか理解してい
ますか？　まずはかかりつけ医と相談されてはど
うでしょう。

痛み止めの使い過ぎで胃に穴が…

NI IM I
DOCTOR
NETWORK
新見市ドクターネットワーク

新見市ドクターネットワーク幹事

鳥
とりごえ

越　大
まさふみ

史 医師（渡辺病院）
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ま
な
び
の
森
新
見
図
書
館（
中
央
図
書
館
）

２
月
18
日
㈯
14
時
～

﹁
こ
ど
も
お
楽
し
み
会
・
映
画
会
﹂

　
幼
児
や
保
護
者
を
対
象
に
�
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
�
か
ん
た
ん
工
作
な

ど
と
子
ど
も
向
け
Ｄ
Ｖ
Ｄ
﹁
し
ん
か
ん
せ

ん
と
わ
く
わ
く
で
ん
し
�
大
集
合
﹂
を
上

映
し
ま
す
�

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
�

﹃
ぶ
�
ち
�
け
�
誰
が
国
を

動
か
し
て
い
る
の
か
教
え
て

く
だ
さ
い
﹄（
社
会
）
学
術

西
田
亮
介
／
著

日
本
実
業
出
版
社
／
刊

　
選
挙
は
行
�
た
方
が
い

い
？
白
票
で
も
意
思
表
示
に

な
る
？
メ
デ
�
ア
は
信
頼
で

き
る
？
政
治
に
関
す
る
素
朴

な
疑
問
を
�
先
生
と
生
徒
の

会
話
形
式
で
分
か
り
や
す
く

解
説
�

﹃
13
歳
か
ら
の
地
政
学
﹄

（
社
会
）
中
央
・
学
術

田
中
孝
幸
／
著

東
洋
経
済
新
報
社
／
刊

　
な
ぜ
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
侵
攻
し
た
の
か
�
な
ぜ

中
国
は
海
洋
進
出
し
よ
う
と

す
る
の
か
�
地
球
儀
を
観
察

す
れ
ば
�
国
際
情
勢
が
よ
く

分
か
る
�

﹃
そ
の
島
の
ひ
と
た
ち
は
�

ひ
と
の
話
を
き
か
な
い
﹄

（
社
会
）
学
術森

川
す
い
め
い
／
著

青
土
社
／
刊

　
人
は
関
係
で
病
み
�
関
係
で

癒
え
る
�
生
き
や
す
い
地
域
と

は
�
オ
�
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
�
グ

︵
対
話
に
よ
る
心
の
ケ
ア
︶
の

専
門
家
で
あ
る
著
者
が
自
殺
希

少
地
域
を
旅
し
た
体
験
記
録
�

﹃
ベ
ン
チ
の
足
﹄（
エ
ッ
セ
イ
）

学
術

佐
藤
雅
彦
／
著

暮
ら
し
の
手
帖
社
／
刊

　
日
常
で
遭
遇
す
る
小
さ
な

違
和
感
や
不
可
解
な
出
来
事

を
見
過
ご
さ
ず
ト
コ
ト
ン
深

堀
り
！
ほ
ん
の
少
し
目
線
を

変
え
る
と
﹁
当
た
り
前
﹂
の

中
に
新
し
い
世
界
が
見
え
て

く
る
�

「学術」などは、所蔵図書館を表しています。

哲
多
図
書
コ
ー
ナ
ー

３
月
５
日
㈰
９
時
～
12
時

﹁
古
本
リ
サ
イ
ク
ル
﹂

　
図
書
館
に
あ
る
古
い
本
や
雑
誌
を
リ
サ

イ
ク
ル
し
ま
す
�

　
ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
�

新
見
市
立
図
書
館

図書館INFORMATION
開館時間 休館日

中央☎演2826 9：00～19：00 月曜日
（祝日のときは翌日）

大佐☎殴2304 9：00～19：00
土日祝 17：00閉館

月曜日
（祝日のときは翌日）

神郷☎往6110 10：00～18：00
月曜日

（祝日のときは翌日）
月末の平日

哲多☎横2010 9：00～17：00 土・日曜日、祝日
哲西☎押2110 9：00～19：00
学術☎演0664 10：00～18：00 祝日

中央＝中央図書館、大佐＝おおさ総合センター図書コーナー、神郷＝神郷生涯
学習センター図書コーナー、哲多＝哲多総合センター図書コーナー、哲西＝哲西
図書館、学術＝学術交流センター図書館

今月の おすすめ 本棚
 

★
蔵
書
点
検
の
た
め
お
休
み
し
ま
す

２
月
６
日
㈪
～
10
日
㈮

哲
西
図
書
館

２
月
14
日
㈫
・
15
日
㈬

神
郷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
�
図
書
コ
�
ナ
�

３
月
９
日
㈭
・
10
日
㈮

哲
多
総
合
セ
ン
タ
�
図
書
コ
�
ナ
�

 

★
入
試
の
た
め
お
休
み
し
ま
す

２
月
24
日
㈮
・
25
日
㈯

学
術
交
流
セ
ン
タ
�
図
書
館

 

★
機
器
点
検
の
た
め
お
休
み
し
ま
す

２
月
５
日
㈰

中
央
図
書
館

哲
西
図
書
館

お
お
さ
総
合
セ
ン
タ
�
図
書
コ
�
ナ
�

神
郷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
�
図
書
コ
�
ナ
�

喫
茶
ま
な
び
の
森

２
月
15
日
㈬

17
時
30
分
～
19
時

お
お
さ
総
合
セ
ン
タ
�
図
書
コ
�
ナ
�
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新見美術館

法曽陶芸館

新見市西方361番地（☎演7851）
開館時間▶9：30 ～ 17：00（入館は16：30まで）
休 館 日▶月曜日、
　　　　　2月１日（水）～3日（金）（展示替え）

「猪
い

風
ふ う

来
ら い

美術館」
新見市法曽609番地（☎煙2444）
開館時間▶9：30～17：00 （入館は16：30まで）
休 館 日▶月・火曜日（2月のみ）

●観覧料
　一　般 800（700）円　 大学生 500（400）円
　中高生 300（250）円　 小学生 200（150）円
※（　）内は各種割引料金
※市内の小・中学生は「こころふれあいパスポート」提示で観覧無料
※「高梁川流域パスポート」提示の小学生は土・日曜日、祝日に限り観覧無料

●観覧料
　一般 400（350）円　高校生 200（150）円
※（　）内は15人以上の団体料金
※中学生以下は観覧無料

新
収
蔵
作
品
初
公
開

人
間
国
宝 

伊い

せ

ざ

き

勢
﨑
淳じ

ゅ
ん 
備
前
の
世
界

公
益
財
団
法
人
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
地
域
文
化
財
団
助
成
事
業

�

会
期
▼
２
月
４
日
㈯
～
４
月
９
日
㈰

縄
文
土
器
や
ア
マ
ゾ
ン
の

土
器
た
ち
が
語
る
も
の

�

会
期
▼
2
月
1
日
㈬
～
5
月
28
日
㈰

　
世
界
各
地
で
人
類
史
古
層
の
土
器
作

り
が
復
活
し
�
現
代
の
作
家
に
よ
る
再

現
・
創
作
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
�
こ
う
し

た
動
き
は
原
点
回
帰
と
共
に
未
来
を
志
向

し
�
新
し
い
創
造
を
模
索
す
る
文
化
潮
流

と
な
�
て
い
ま
す
�

　
今
回
展
示
す
る
ア
マ
ゾ
ン
土
器
︵
マ
ラ

ジ
�
ア
�
ラ
土
器
・
タ
パ
ジ
�
ニ
カ
土

器
︶
の
作
者
メ
ス
ト
レ
・
カ
ル
ド
�
ゾ
さ

ん
は
�
先
住
民
が
作
�
た
と
お
り
の
技
法

や
材
料
を
長
年
か
け
て
調
査
・
研
究
を
重

ね
�
先
史
土
器
の
復
興
を
成
し
遂
げ
た
名

人
で
�
す
で
に
故
人
で
す
が
他
の
追
随
を

許
し
ま
せ
ん
�

　
こ
の
企
画
展
で
は
�
再
現
復
活
し
た
ア

マ
ゾ
ン
︵
ブ
ラ
ジ
ル
︶
の
土
器
・
中
南
米

土
器
・
北
米
ホ
ピ
族
の
土
器
な
ど
に
縄
文

土
器
を
加
え
て
一
堂
に
展
示
し
�
世
界
的

な
視
野
で
焼
き
物
の
原
点
に
迫
り
ま
す
�

︻
関
連
行
事
︼

座
談
会
﹁
土
器
た
ち
が
語
る
も
の
﹂

日
時
　
２
月
23
日︵
木
・
祝
︶13
時
�
15
時

場
所
　
企
画
展
示
室

出
席
者
　
古ふ

る

や谷
嘉よ

し
あ
き章
氏
︵
九
州
大
学
名
誉

教
授
︶�
松ま

つ
も
と本
直な

お

こ子
氏
︵
岡
山
大
学
教
授
︶�

真ま

せ

ど

世
土
マ
ウ
氏
︵
岡
山
県
立
大
学
准
教

授
︶�
猪
風
来
氏
︵
縄
文
造
形
家
︶

※
申
し
込
み
不
要
︵
観
覧
料
は
必
要
︶

企画展

　
備
前
焼
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者

︵
人
間
国
宝
︶
で
あ
る
伊
勢
﨑
淳
の
展
覧

会
を
開
催
し
ま
す
�

　
令
和
2
年
に
伊
勢
﨑
氏
か
ら
寄
贈
を
受

け
た
９
点
の
作
品
を
初
公
開
�
オ
ブ
ジ
�

を
含
む
そ
の
他
の
代
表
作
や
�
昨
年
挑
戦

し
た
と
い
う
書
な
ど
を
展
示
し
ま
す
�

　
昭
和
11
年
に
備
前
市
に
生
ま
れ
た
伊
勢

﨑
淳
は
�
岡
山
大
学
教
育
学
部
特
設
美
術

科
を
卒
業
�
父
・
陽よ

う
ざ
ん山
に
師
事
し
て
作
陶

を
始
め
ま
し
た
�
復
元
し
た
中
世
の
穴
窯

を
用
い
て
制
作
を
し
て
お
り
�明
る
く
�力

強
い
作
風
が
魅
力
で
す
�

　
今
年
87
歳
と
な
る
現
在
も
��
伝
統
の

中
の
革
新
�
を
求
め
て
制
作
す
る
そ
の
心

意
気
に
ぜ
ひ
触
れ
て
く
だ
さ
い
�

︻
関
連
行
事
︼

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ト
ー
ク
　

日
時
　
2
月
4
日
㈯
10
時
�︵
45
分
程
度
︶

講
師
　
伊
勢
﨑
淳
氏

内
容
　
展
示
作
品
に
つ
い
て
�
制
作
の
過

程
な
ど
を
解
説

参
加
費
　
無
料
︵
観
覧
料
は
必
要
︶

申
込
先
　
新
見
美
術
館
☎
演
７
８
５
１

︵
予
約
優
先
�
当
日
参
加
可
能
︶

アマゾンの土器たち

伊勢﨑淳《角花生》　新見美術館所蔵
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ハッピーバースデー

中
な か が わ

川　ひなた ちゃん
（新見／2.8生）

山
や ま だ

田　陽
ひ な

菜 ちゃん
（大佐田治部／2.27生）

山
や ま も と

本　湊
み な と

士 ちゃん
（西方／2.1生）

川
か わ い

井　乃
の あ

暖 ちゃん
（新見／2.1生）

福
ふ く も と

本　綾
あ や と

斗 ちゃん
（高尾／2.22生）

スキー＆スノボ�de�婚活パーティー
　独身男女の出会いの場を提供するため、婚活パーティーを開催します。
　ゲレンデで楽しく交流しながら、素敵な出会いを見つけてみませんか。
当日は、専門スタッフが丁寧にサポートしますので、イベント参加経験のない人もぜひ
ご参加ください。

日時　２月26日（日）10時30分〜16時30分
場所　いぶきの里スキー場（千屋花見1336�1）ほか
定員　男女各６人
※応募者多数の場合は抽選
参加資格
○おおむね25歳〜45歳くらいまでの独身者
○男性はスキー・スノボ経験者のみ
※居住地制限はありません。
参加費　男女とも4,000円
申込方法　専用のホームページから
お申し込みください。

申込先「カップリングパーティー」事務局
有限会社チアーズ
☎086�461�0506（10時〜19時）
申込期限　２月12日(日)

【問い合わせ先】
　結婚推進協議会事務局（総合政策課内）
　☎演6143

参加者募集！素敵な出会いを見つけてみませんか？

かわいいお子さんの１歳の記念に「ハッピーバースデー」に写真を掲載しよう!!
令和4年3月生まれのお子さんの写真を募集します。市役所、各支局の窓口またはメールで受け付けます。

掲載希望の人は秘書広報課（☎演6190）へお問い合わせください。（締切は2月10日㈮） メールはこちらから

ホームページ
はこちら
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2月11日（土）
新 長谷川紀念病院	 ☎演3105
庄 庄原市休日診療センター	 ☎0824演9900
真 勝山病院	 ☎0867瑛3161
真 はら内科クリニック（内）	 ☎0867盈7885
高 川上診療所	 ☎0866英4188

2月12日（日）
新 太田病院	 ☎演0214
庄 瀬尾医院	 ☎08477隠0023
真 近藤病院	 ☎0867瑛2671
真 河本医院（内）	 ☎0867駅2121
高 成羽病院	 ☎0866泳3111

2月19日（日）
新 渡辺病院	 ☎演2123
庄 東城病院	 ☎08477隠2150
真 落合病院（内）	 ☎0867液1133
真 金田病院（外）	 ☎0867液1191
真 宮島医院（内）	 ☎0867瑛2403
高 藤本診療所	 ☎0866鰻3760

2月23日（木）
新 渡辺病院	 ☎演2123
庄 庄原市休日診療センター	 ☎0824演9900
真 勝山病院	 ☎0867瑛3161
真 杉江医院（内）	 ☎0867液3456
高 備中診療所	 ☎0866盈9001

2月26日（日）
新 新見市休日診療所（内）	 ☎演0334
新 長谷川紀念病院	 ☎演3105
庄 日伝医院	 ☎08477隠2180
真 金田病院	 ☎0867液1191
真 松坂医院（内）	 ☎0867泳3300
高 三村医院	 ☎0866浦9010

3月5日（日）
新 新見中央病院	 ☎演2110
庄 こぶしの里クリニック	 ☎08477隠5255
真 本山医院（内）	 ☎0867液1551
高 大杉病院	 ☎0866鰻5155

ハッピーバースデー

【問い合わせ先】健康医療課　☎演6129

■電話番号
　＃8000または086-801-0018
■相談日時
　◦平日₁₉時〜翌朝８時
　◦土・日曜日、祝日および₁₂月₂₉日

〜翌年１月３日₁₈時〜翌朝８時
■対 象 者　県内にお住まいのおおむね₁₅歳以下

の子どもおよびその保護者
【問い合わせ先】健康医療課　☎演6130

小児
救急医療
電話相談

●３～４か月児健康診査
月日（曜日） 対象児
２月２日（木） 令和４年10月生

●９～10か月児健康診査
月日（曜日） 対象児
２月２日（木） 令和４年４月生

●１歳６か月児健康診査
月日（曜日） 対象児
２月28日（火） 令和３年７月11日〜８月31日生

●２歳６か月児健康診査
月日（曜日） 対象児
２月９日（木） 令和２年６月26日〜７月30日生

●３歳児健康診査
月日（曜日） 対象児
２月８日（水） 令和元年６月11日〜７月10日生
※場所は、市役所南庁舎です。
※各乳幼児健診の受付時間など、詳細は、対象児の保
護者あてに別途ご案内します。
※健康診査は、新見市で住民登録を行っている人のみ
受けることができます。

●献血
月日（曜日） 受付時間 場　　所
２月２日（木） ９：20〜11：20 市役所南庁舎

２月６日（月）
９：15〜10：40 備中県民局新見地域事務所
12：20〜13：40 新見警察署
14：40〜16：00 Aコープあしん

２月₁₁日（土） 10：00〜12：30 サンパーク新見13：45〜15：30

健診日程 健診
など

診療時間はいずれも９時から
17時までです。
【担当医療機関(当番医)】

新 ＝新見市　 真 ＝真庭市
高 ＝高梁市　 庄 ＝庄原市

休日
診療

○体の調子が思わしくないときは、症状が重くなる前
に早めの受診を心掛けましょう。
○なるべく医療機関の診療体制が整っている「通常の
診療時間内」に受診しましょう。

【問い合わせ先】健康医療課　☎演6130

₂₄時間いつでも、健康、医療、介護な
どの相談を医師・看護師・保健師な
どの専門スタッフに無料で電話相
談できますのでご利用ください。
■電話番号はインターネット上では

公開しておりません。
■相談日時　年中無休（₂₄時間対応）
■対 象 者　市内に住所がある人
【問い合わせ先】健康医療課　☎演6130

にいみ24時間

安全安心
相談ダイヤル
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月日（曜日） 行事名 時間 場所 問い合わせ先

27 月 税申告相談
9 ：00～15：00 市役所南庁舎

税務課 ☎演6117
9 ：00～15：00 きらめき広場・哲西

28 火 税申告相談
9 ：00～15：00 市役所南庁舎

税務課 ☎演6117
9 ：00～15：00 きらめき広場・哲西

3月1 水
税申告相談

9 ：00～15：00 市役所南庁舎
税務課 ☎演61179 ：00～12：00 唐松公民館

13：30～16：30 井倉公民館

マイナンバーカード申請支援
9 ：00～12：00 唐松公民館

市民課 ☎演6121
13：30～16：30 井倉公民館

人権相談 9 ：00～12：00 市役所南庁舎 総務課 ☎演6204

2 木

税申告相談
9 ：00～15：00 市役所南庁舎

税務課 ☎演61179 ：00～12：00 草間公民館（別館）
13：30～16：30 豊永公民館

マイナンバーカード申請支援
9 ：00～12：00 草間公民館（別館）

市民課 ☎演6121
13：30～16：30 豊永公民館

牧野富太郎と新見の草花写真展（～12日） 9 ：00～19：00 まなび広場にいみギャラリー 生涯学習課 ☎演6148
議会一般質問 10：00～ 市役所議場 議会事務局 ☎演6151
消費生活相談 10：30～15：00 市役所ふれあい会館 交通対策課 ☎演6122
議会運営委員会 12：30～ 市役所委員会室 議会事務局 ☎演6151

3 金
税申告相談

9 ：00～15：00 市役所南庁舎
税務課 ☎演61179 ：00～12：00 上市公民館

13：30～16：30 千屋公民館

マイナンバーカード申請支援
9 ：00～12：00 上市公民館

市民課 ☎演6121
13：30～16：30 千屋公民館

議会一般質問 10：00～ 市役所議場 議会事務局 ☎演6151
4 土 市民学習講座「ドローンを飛ばしてみよう！」 9 ：30～11：30 防災公園多目的広場 生涯学習課 ☎演6147
5 日 市民学習講座「牧野富太郎と新見の植物」 10：00～12：00 市役所南庁舎 生涯学習課 ☎演6148

6 月
税申告相談

9 ：00～15：00 市役所南庁舎
税務課 ☎演61179 ：00～12：00 熊谷公民館

13：30～16：30 菅生公民館

マイナンバーカード申請支援
9 ：00～12：00 熊谷公民館

市民課 ☎演6121
13：30～16：30 菅生公民館

議会一般質問（予備日） 10：00～ 市役所議場 議会事務局 ☎演6151

7 火 税申告相談
9 ：00～15：00 市役所南庁舎

税務課 ☎演6117
9 ：30～15：00 おおさ総合センター

総務消防常任委員会 10：00～ 市役所委員会室 議会事務局 ☎演6151

8 水
税申告相談

9 ：00～15：00 市役所南庁舎
税務課 ☎演6117

9 ：00～15：00 おおさ総合センター
人権・行政・登記・法律相談 9 ：00～12：00 哲多総合センター 哲多支局 ☎横2111
文教福祉常任委員会 10：00～ 市役所委員会室 議会事務局 ☎演6151

9 木
税申告相談

9 ：00～15：00 市役所南庁舎
税務課 ☎演6117

9 ：00～12：00 おおさ総合センター
マイナンバーカード申請支援 9 ：00～12：00 おおさ総合センター 市民課 ☎演6121
産業建設常任委員会 10：00～ 市役所委員会室 議会事務局 ☎演6151

10 金

税申告相談
9 ：00～15：00 市役所南庁舎

税務課 ☎演61179 ：00～12：00 旧田治部小学校
13：30～16：30 大佐公民館大井野分館

マイナンバーカード申請支援
9 ：00～12：00 旧田治部小学校

市民課 ☎演6121
13：30～16：30 大佐公民館大井野分館

交通事故相談 10：00～15：00 市役所ふれあい会館 交通対策課 ☎演6122
予算決算常任委員会 10：00～ 市役所委員会室 議会事務局 ☎演6151

11 土

2月行事予定 ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、イベントや行事が中止や延期になる場合があります。
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月日（曜日） 行事名 時間 場所 問い合わせ先

2月1 水
人権相談 9 ：00～12：00 市役所南庁舎 総務課 ☎演6204
マイナンバーカード申請支援 10：00～14：00 万歳郵便局 市民課 ☎演6121
総務消防常任委員会 10：00～ 市役所委員会室 議会事務局 ☎演6151

2 木
献血 9 ：20～11：20 市役所南庁舎 健康医療課 ☎演6129
文教福祉常任委員会 10：00～ 市役所委員会室 議会事務局 ☎演6151
消費生活相談 10：30～15：00 市役所ふれあい会館 交通対策課 ☎演6122
新見農と地域を考えるつどい 13：00～16：00 まなび広場にいみ小ホール 農業畜産振興課 ☎演6133

3 金 人権・行政相談 9 ：00～12：00 おおさ総合センター 大佐支局 ☎殴2111
産業建設常任委員会 10：00～ 市役所委員会室 議会事務局 ☎演6151

4 土
5 日

6 月
人権・行政相談 9 ：00～12：00 きらめき広場・哲西 哲西支局 ☎押2111

献血
9 ：15～10：40 備中県民局新見地域事務所

12：20～13：40 新見警察署 健康医療課 ☎演6129
14：40～16：00 Ａコープあしん

7 火
8 水
9 木 年金相談（要予約） 9 ：45～15：30 新見商工会議所 高梁年金事務所 ☎0866

　蔚0570

10 金 交通事故相談 10：00～15：00 市役所ふれあい会館 交通対策課 ☎演6122
心の健康相談（要予約） 15：00～17：00 備北保健所新見支所 備北保健所新見支所 ☎演5691

11 土 献血
10：00～12：30

サンパーク新見 健康医療課 ☎演6129
13：45～15：30

建国記念の日
12 日 マイナンバーカード受け取り・申請支援休日窓口 9 ：00～15：00 市役所市民課 市民課 ☎演6121
13 月 議会運営委員会 10：00～ 市役所委員会室 議会事務局 ☎演6151
14 火

15 水
人権・行政・登記・家庭児童・母子父子相談 9：00～12：00 市役所南庁舎 総務課 ☎演6204
人権・行政・登記・法律相談 9：00～12：00 やまびこ広場神郷 神郷支局 ☎往6111
心配ごと相談 9：00～12：00 市役所南庁舎 社会福祉協議会 ☎演7306
法律相談（要予約） 10：00～15：00 地域福祉センター 社会福祉協議会 ☎演7306

16 木 税申告相談 9：00～15：00 市役所南庁舎 税務課 ☎演6117
17 金 税申告相談 9 ：00～15：00 市役所南庁舎 税務課 ☎演6117
18 土 マイナンバーカード受け取り・申請支援休日窓口 9 ：00～15：00 市役所市民課 市民課 ☎演6121
19 日

20 月 税申告相談
9：00～15：00 市役所南庁舎

税務課 ☎演6117
9：30～15：00 哲多支局

３月議会定例会（開会日） 10：00～ 市役所議場 議会事務局 ☎演6151

21 火 税申告相談
9 ：00～15：00 市役所南庁舎

税務課 ☎演6117
9：00～15：00 哲多支局

マイナンバーカード申請支援 9：00～15：00 哲多支局 市民課 ☎演6121

22 水
税申告相談

9 ：00～15：00 市役所南庁舎
税務課 ☎演61179：00～12：00 夢ひろば萬歳

13：30～16：30 新砥公民館

マイナンバーカード申請支援
9 ：00～12：00 夢ひろば萬歳

市民課 ☎演6121
13：30～16：30 新砥公民館

年金相談（要予約） 9：45～15：30 新見商工会議所 高梁年金事務所 ☎0866
　蔚0570

23 木 天皇誕生日

24 金
税申告相談

9 ：00～15：00 市役所南庁舎
税務課 ☎演6117

9 ：30～15：00 きらめき広場・哲西
マイナンバーカード申請支援 9 ：30～15：00 きらめき広場・哲西 市民課 ☎演6121

公共交通の日（毎月最終金曜日）積極的にご利用ください !
25 土 第13回哲西きらめきひな祭り（～3月5日） 10：00～16：00 きらめき広場・哲西 哲西支局 ☎押2111
26 日 羅生門ガイド養成講座 13：00～17：30 草間公民館別館 生涯学習課 ☎演6148

Feb 2月の月間
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この広報紙は、環境にやさしい
植物油インキを使用しています。

この印刷の一部には、水質保全に有効な
水なし印刷方式を採用しています。

この広報紙は、再生紙を
使用しています。

　新見産木材の良さをＰＲするため、自身の経験
を基に、新見産ヒノキで楽器の製作に取り組んで
いる石

い し い

井英
ひ で き

希隊員。
　楽器製作以外にも、地域との交流や本市の木工
分野の普及啓発を目的にさまざまな活動に取り組
んでいます。
　
　11月には、高校
生に木工技術を伝
えるため、新見高
校で木材加工技術
の出前授業を行い
ました。
　また、本市が取り組んでいる「ウッドスタート
事業」で、１歳半を迎えた幼児に贈呈する「新見
ピオーネつみき」の製作作業を、林木工所の林さ
んと協力して行いました。

　12月には、石井隊員が拠点としている移住交
流支援センターで、新見産ヒノキを使った万年カ
レンダー作りのワークショップを開きました。

　今後も、楽器製作や、新見産木材を生かしたワー
クショップをはじめとした木工の普及啓発活動に
取り組んでいきます。ぜひご注目ください。

【問い合わせ先】林業振興課　☎演6134
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新見市ホームページ

過去の市報にいみ

新見市フェイスブック
ページが新しくなりました！
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「にーみん」
インスタグラム

【9：30～】
・新見で～れ～ええ体操
・親子ふれあい体操
　４～７カ月児（月･水･金･日）
　８～11カ月児（火･木･土）
・ＧＯ！ＧＯ！にーみんＰＶ
【15：30～】
・新見で～れ～ええ体操
・親子ふれあい体操
　４～７カ月児（火･木･土）
　８～11カ月児（月･水･金･日）
・ＧＯ！ＧＯ！にーみんＰＶ

●放送時間（各30分枠）
【20：30～】
・新見で～れ～ええ体操
・ICOCAでいこーか！
　ほか

●一部インターネットでもご覧になれます！

新見市の番組動画 検索
※番組内容などは都合により変更
　になることがあります。

【問い合わせ先】秘書広報課 ☎演6190

新見市の番組を『にいみｉチャンネル』で放送中

新見で〜れ〜ええ体操

ICOCAでいこーか！

2月

★人口（）は前月比
　総人口　27,240人（－43）
　　男　　13,004人（－24）
　　女　　14,236人（－19）

　出生13人　　転入28人
　死亡49人　　転出35人

世帯数　12,678世帯（－12）
令和４年12月31日現在

月号
215号

地域おこし協力隊

新見市マスコット
キャラクター
   「にーみん」

市税・保険料
■固定資産税・
　　　都市計画税  ４期
■国民健康保険税  ８期
■介護保険料  ８期
■後期高齢者医療保険料
  ８期

納期限▶２月28日（火）

石井隊員のインスタグラム

万年カレンダー作りの様子（石井隊員は右から２番目）

新見産ヒノキを使った
万年カレンダー
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